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「次世代の教育情報化推進事業」に取り組んで 

 

八峰町教育委員会 

                               教育長 千葉 良一 

 

 

 八峰町は，日本海や世界自然遺産白神山地の豊かな自然を有し，人と人とのつながりを大事

にする地域づくりを推進していますが，人口は 7 千５百人足らずで，極端な少子化により持

続可能な地域社会の維持が危惧されています。一方，世界は予測困難なほどグローバル化が進

み，これから先を生きていく子どもたちには，情報社会に主体的に対応できる情報活用能力を

身に付けさせる必要があると感じています。 

 そこで本町では情報化が加速する中，生涯を生き抜く力を育み，これからの社会で活躍でき

る地域人材を育成するためにはＩＣＴを活用した教育方法を取り入れる必要があると判断

し，ＩＣＴ教育の充実を教育施策の大きな柱の一つに据えることとし，教育機器及び人的環境

の整備に努めております。これまでの取組としては，平成２３年度から３年間，「“教育スク

ウェア×ＩＣＴ”フィールドトライアル」（ＮＴＴグループ）に参加し，教育ＩＣＴの実践と

検証を行い，小学校５年（翌年６年が加わる）を対象に電子黒板，タブレットＰＣ，デジタル

教科書を活用した学びのスタイルを追究してまいりました。平成２５年度には町内小・中学校

の全ての普通教室（一部特別教室を含む）に８８インチの電子黒板とデジタル教科書を導入

し，教育クラウドでコンテンツやアプリケーションの提供を受けるとともに，常勤のＩＣＴ支

援員を配置して必要な条件整備に努めてまいりました。平成２８年４月，学校統合により小学

校２校，中学校１校という体制になり，特色ある教育活動が展開できるよう人的配置や教育機

器及び施設設備の整備に力を入れております。 

本研究は，平成２７・２８年度「ＩＣＴを活用した教育推進自治体応援事業：ＩＣＴ活用実

践コース」の実証校の一つとして英語におけるモデルカリキュラム作成に取り組んだ八峰町

立八峰中学校を研究推進校に,次期学習指導要領の実施を見据えた「ＩＣＴ活用によるアクテ

ィブ・ラーニングの視点からの授業改善」に臨んだものであります。昨年１１月には，国，数，

理，保体，英の５教科で授業を公開し，県内外から多数の参観者を得られたことは本当に嬉し

いことでした。 

 この報告書には，今後の授業改善の一助とするため公開授業時の指導案，文部科学省で行わ

れた成果報告会における発表資料，さらには遠隔地とインターネット電話を活用して結び交

流する「つなぐ授業」の実践事例を掲載しました。できるだけ多くの先生方に御活用いただき，

子どもたちの学びの充実のためのＩＣＴ活用による授業改善が一層進むことを願って止みま

せん。 

 結びに，本研究に際し御指導いただきました東京学芸大学教授の川﨑誠司先生，鳴門教育大

学大学院准教授の藤村裕一先生，秋田大学教授の林良雄先生に深く感謝申し上げます。 
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研究の内容について 

１ 本研究の目的について 

   八峰町では平成２３年度からＩＣＴ教育を町教育施策の重要な柱の一つに据え，児童生徒

の学びやすさに配慮したＩＣＴの普段使いを目指し，環境整備や授業改善に努めてきた。平

成２７，２８年度には，文部科学省「ＩＣＴを活用した教育推進自治体応援事業」に参加し，

研究推進校の一つである八峰中学校（本事業研究推進校）においてＩＣＴの効果的活用によ

るモデルカリキュラム（英語科１～３年）を作成したところである。 

今年度はこれまでの取組の成果を生かし，次期学習指導要領の実施を見据え，主体的・対

話的で深い学びの実現に向けたＩＣＴの効果的活用による授業改善に取り組む。その際，単

元や題材など内容や時間のまとまりを見通しながら，生徒が各教科等の特質に応じた見方・

考え方を働かせ，学習内容を深く理解し，資質・能力を身に付けられるようＩＣＴの特長を

踏まえた単元・授業のデザインに努めた。このことにより，これまで当町が取り組んできた

ＩＣＴ活用を質的に向上させようとするものである。 

 

２ 研究の体制等について 

（１）「八峰中学校ＩＣＴ活用研究推進委員会」 

本研究を推進するに当たり，事業の円滑な推進に必要な事項について協議した。 

以下は，その委員名簿。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）「校内ＩＣＴ活用委員会」 

実証校における授業研究，単元指導計画作成，研究授業計画等を行う主導的役割を担い，

定期的に会議を実施した。 

      ○メンバーは，教頭，教務主任，研究主任，ＩＣＴ担当，各教科代表教諭で構成 

 （３）「ＩＣＴ活用研修会」 

校内授業研究会の前後及び公開授業日にＩＣＴを活用した授業研究，「つなぐ授業」等

について研修した。 

 

委員氏名 所属・役職等 役    割 

 林  良雄 秋田大学・教授 有識者・研究推進に関する指導・助言 

 日沼 良樹 県教育庁・指導主事 有識者・所属：北教育事務所山本出張所 

千葉 良一 教育委員会・教育長 受託者・総括 

山本 節雄 学校教育課・課長 受託者・事業責任者 

 上田 正彦 学校教育課・係長 受託者・事業責任者 

 河野 翔矢 学校教育課・主事 受託者・事業責任者 

 川尻 茂樹 教委・CS ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 受託者・事業推進アドバイザー 

 皆川 雅仁 八峰中・校長 推進校・研究推進総括 

 佐藤 政彦 八峰中・教頭 推進校・研究推進責任者 

 吉田 武志 八峰中・教諭 推進校・教務主任（ＣＭ及び公開授業） 

 秋田谷みゆき 八峰中・教諭 推進校・研究主任（ＡＬ及び校内授業研究会） 

 山本 正 八峰中・教諭 推進校・教育専門監（ＩＣＴ活用委員会） 

 永塚 功 八峰中・教諭 推進校・ＩＣＴ主任 

 菊地 沙耶佳 八峰中・ICT支援員 推進校・ＩＣＴ活用に必要な技術支援 
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 （４）「公開授業」 

国語，数学，理科，保健体育，英語について，アクティブ・ラーニングの視点による

ＩＣＴを活用した授業を公開した。 

○公開授業日には，東京学芸大学教授の川﨑誠司氏による「講演会」を開催 

○域内外から１５０名が参加 

（５）「ＩＣＴを活用した単元指導計画集」 

      研究の成果をまとめたものとして，単元指導計画集を作成。 

      ○本成果報告書内に国語，数学，理科，保健体育，英語の５教科を掲載 

 

３ 研究の推進について   

日 時 内         容 備  考 

H29. 6. 9 第１回ＩＣＴ活用委員会  

H29. 6.12 第１回連絡協議会（東京都） 教育長,八峰中校長 

H29. 7.19 

 

第１回ＩＣＴ活用研修会 兼校内授業研究会 

遠隔授業（ＩＣＴでつなぐ授業）ケニアに関する異文化理解 

秋田大学ケニア留学生１名,

３Ａ生徒 

H29. 7.26 第１回八峰中学校ＩＣＴ活用研究推進委員会 秋田大：林教授 

H29. 7.27 能代山本教育研究会 夏季研修会（本事業情報提供）  

H29. 8.22 第２回連絡協議会(株)内田洋行 八峰中：児玉教諭 

H29. 8.25 第２回ＩＣＴ活用委員会  

H29. 9. 7 第２回ＩＣＴ活用研修会  

H29. 9.30 

 

第３回ＩＣＴ活用委員会（指導案検討） 

及び第３回ＩＣＴ活用研修会 

 

 

H29.11.14 第４回ＩＣＴ活用研修会 学芸大：川﨑教授 

H29.11.15 

 

公開授業（国語・数学・理科・保健体育・外国語）及び講演会 

第２回ＩＣＴ活用研究推進委員会 

参加者計１５０名（岩手,福島ほか含む

）秋田大：林教授，学芸大：川﨑教授 

H29.11.29 

 

遠隔授業（ＩＣＴでつなぐ授業） 

（八峰中学校・日本の伝統文化紹介，アメリカとチェコに関する異文化理解） 

国際教養大学アメリカ・チェ

コの留学生各１名,３Ａ生徒 

H29.12. 7 秋田県学習状況調査  

H29.12.15 次世代の教育情報化推進事業視察 

八峰中学校（授業見学）指導助言・ヒアリングの実施 

常葉大学：佐藤委員 

文部科学省 

株）内田洋行研究推進課 

H30. 1.30 教研式標準学力検査ＣＲＴを実施 ５教科 

H30. 2. 8 

 

遠隔授業（ＩＣＴでつなぐ授業） 

（八峰中学校・日本の伝統文化紹介，アメリカと台湾に関する異文化理解） 

国際教養大学アメリカ・台湾

の留学生各１名,３Ｂ生徒 

H30. 2.19 第４回ＩＣＴ活用委員会  

H30. 2.20 

 

遠隔授業（ＩＣＴでつなぐ授業） 

（小６から中３への中学校生活Ｑ＆Ａ） 

峰浜小６年，八森小６年 

八峰中３年 

H30. 2.23 

 

第３回八峰中学校ＩＣＴ活用研究推進委員会 

第５回ＩＣＴ活用研修会（八峰町のＩＣＴ教育を語る会） 

鳴門教育大大学院：藤村准教授,学芸

大：川﨑教授，秋田大：林教授 

H30. 2.28 

 

八峰町教育委員会学校訪問（外国語授業参観） 

第６回ＩＣＴ活用研修会 

教育委員長，教育委員 

 

H30. 3.13 成果報告会発表 東京都：児玉教諭 
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４ 主体的・対話的で深い学びのためのＩＣＴ活用について 

   生徒が各教科の特質に応じ，どのような視点で物事を捉え，どのような考え方で思考して 

いくのかという「見方・考え方」は，各教科等の学びを通して身に付いた知識や技能を活用 

し，思考・判断したり，表現したりしながら，学びに向かう力を身に付けていくことでより

質的に高まるものと考える。 

本実践では，この「見方・考え方」を働かせ，課題を発見し，追究し，解決することによ

り深く理解したり，情報を精査してそれに基づく自分の考えを形づくったり，その考えを集

団の中で伝え合ったりすることによって考えをまとめ上げたりすることを授業づくりの重

要な柱に据えることとした。そして，生徒がそれぞれの感性に基づく思いや考えにより，意

味や価値を創り上げる方向に向かうことで「深い学び」は実現されるという視点に立ち，そ

のためにＩＣＴをその特長を生かして活用することにより，より学びが深まるという考えを

根底に据えて学習過程を工夫することにした。 

その際に授業者は，主体的で対話的な深い学びの実現を数単位時間のスパンで実現すると

いうような柔軟な考え方で授業改善に取り組むことを共通認識し，単元及び一単位時間の授

業をデザインすることに努めた。 

また，単元の指導計画作成に当たっては，生徒の実態や地域等の状況をしっかりと把握し

て学習過程を工夫することとし，特にこれまでのＩＣＴ活用に関するレディネスを全教職員

で共通理解し，指導案作成及び検討を重ねていくこととした。そして，ＩＣＴはあくまでも

ツールであり，生徒の主体的で対話的な深い学びを助けるための工夫の一つであるというこ

とをしっかりと押さえ，研究に取り組んだ。 

 

５ 「つなぐ授業」の実施について 

   推進校ではビデオ電話で域内・国内外と接続し交流を図る「つなぐ授業」を継続実施した。

「つなぐ授業」は、これまで教室内、教科書の範囲内にとどまっていた学習が、広く社会に

関わる学びになり得ることから、生徒にとって幅広い視野をもてる機会になると考える。 

 

６ 実施体制図 
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                             平成２９年９月吉日 
秋田県教育委員会教育長 様 
各教育事務所長・出張所長 様 
各市町村教育委員会教育長 様 
各 小 ・ 中 学 校 長 様 
関 係 各 位 
                                                           八峰町教育委員会 
                             教育長 千葉 良一     
                                                    
 

平成２９年度 文部科学省指定 
「次世代の教育情報化推進事業～各教科等の指導におけるＩＣＴ活用」 

公開授業及び講演会の御案内 

 
 時下 皆様におかれましてはますます御健勝のこととお喜び申し上げます。 
 さて、本教育委員会では、八峰中学校において、文部科学省「次世代の教育情報化推進
事業（情報活用能力の育成等に関する実践的調査研究）」の研究指定を受けて、各教科に
おけるＩＣＴを活用した指導方法の開発についての実践的な研究に取り組んでおります。 
 この度、その一環として授業を公開し、多くの皆様に取組の一端を御覧いただきたいと
考えております。 
 つきましては、御多用のことと存じますが、多数御参加を賜りたく御案内申し上げます。 
 
 
 

 【研究テーマ】 
ＩＣＴを活用したアクティブ・ラーニングの視点からの授業改善 

～次期学習指導要領の実施を見据えて～ 

 
１ 期   日   平成２９年１１月１５日（水） 
 
２ 会   場   八峰町立八峰中学校                
 
３ 日   程 
       9:00   9:20       10:10   10:30       11:20   11:30         12:30 

 
受付 

 

【公開授業１】 
       ５０分 
  国・数・体 

 

 

 

【公開授業２】 
        ５０分 
  理・英 

 

 

 

【講 演】 
          ６０分 

 

 
４ 公開授業 

 学年・教科 授 業 者 

公開授業１ 
( 9:20～10:10) 

 

２年 国語 児 玉  博 一 
２年 数学 鎌 田  祐 輔 

１年 体育 鎌 田  秀 一 

公開授業２ 
(10:30～11:20) 

２年 理科           永 塚  功 

１年 英語    山 本    正    Kurt  Williams 

 

 
５ 講    演 
   演 題  「次期学習指導要領とＩＣＴ活用」 
                  講師 東京学芸大学 教授 川﨑 誠司 氏 
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単元の指導計画・指導案（ICT 活用事業） 

学校名 八峰町立八峰中学校 担当教員 児玉 博一 

 

学 年 ２年生 教科等 国語 

単元名等 根拠を明確にして意見文を書こう 

単元の目標 自ら設定した課題について，意見や根拠を明確にしながら，主体的に取り組む

態度を育てる。               ［国語への関心・意欲・態度］ 

 社会生活の中から課題を決め，多様な方法で集めた材料を整理し，伝えたい

事実や事柄を明確にし，文章の構成を工夫させる。       ［書く能力］ 

 自分の意見と根拠を明確にして意見文を書き，語句や文の使い方，段落相互

の関係などに注意して推敲させる。              ［書く能力］ 

 書いた文章を読み合い，意見文の構成や論の展開の仕方などについて意見を

述べたり助言をしたりして，説得力のある意見文の書き方について考えさせる。 

[書く能力] 

文の中の成分の順序や照応，文の構成などについて考えさせる。 

                    [言語についての知識・理解・技能] 

単元の評価規準  課題に対する意見を，より明確にしたり深めたりするために，根拠となる情

報を積極的に集めている。           [国語への関心・意欲・態度] 

 環境問題についての自分の立場を決めて教科書の例を参考に，文章の構成を

意識して意見文を書いている。                ［書く能力］ 

 意見を支える根拠を具体的に示したり，反論を予想しそれに対する考えを示

したりしながら意見文にまとめている。             ［書く能力］ 

 意見文の推敲の観点を意識して，分かりやすい文章にしている。 

 自分の書いた意見文に対しての意見や助言によって気付かされたり，改めて

認識したりしたことを明確にし，自分の意見文をよりよいものにするために役

立ている。                          [書く能力] 

 主語・述語の関係，接続詞の使い方，副詞の呼応などに注意して文章を書いて

いる。             [伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項] 

 

 

 

〇単元の主な流れ（６時間） 

時間 学習活動 主な評価規準・評価方法 

第１時  
 
 
 
〇環境問題に関する各種資料を整理し，自分の伝えたい
ことを明確にする。 
〇根拠が自分の考えを支える上で適切かどうかを考え

 課題について自分の意見を決
めて，根拠とともに意見文にまと
めている。 
・生徒のワークシート 
・生徒の振り返り 
・作成した意見文（データ） 

学習のねらい 
 環境問題に関する資料を読み，自分の意見を決
めて，提示された課題に沿った意見文を書く。 
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ながら，ワープロソフトで意見文を書く。 

第２時  
 
 
 
○意見文の三つの構成（頭括型，双括型．尾括型）につ 
いておさえる。 

○双括型意見文の構成（意見→根拠→反論への考え→意
見）について理解する。 
○構成に沿って意見文を改善する。 
○手直しした意見文をグループで読み合い，構成につい
て確かめ合う。 

双括型意見文の大まかな構成
を理解し，構成に沿って順序を入
れ替え，意見文の手直しを進めて
いる。 
友達の意見文を読み，構成に沿

って書かれているかを確かめ，評
価し合っている。 
・授業観察 
・生徒のワークシート 
・改善した意見文（データ） 

第３時  
 
 
○双括型意見文の展開について理解する。 
①意見（課題→意見）→②根拠（根拠→意見）→③反

論への考え（反論→考え）→④意見（まとめ） 
〇自分の意見や根拠に対する反論を受け，反論を踏まえ
た考えをまとめ，意見文に取り入れる。 
○反論と反論についての考えがあるものとないものと
を比べて読み合い，その効果についての考えをまとめ
る。 

 反論を踏まえた考えをまとめ，
意見文に取り入れて，書き上げて
いる。 
 反論のあるものとないものと
を比較して読み，反論を取り入れ
ることの効果について考えてい
る。 
・授業観察 
・生徒のワークシート 
・反論への考えを加筆した意見 
文（データ） 

第４時  
 
 
 
○確かな事実に基づいた根拠や反論があるか，自分の考
えが適当な解釈から導き出されているか，説明や具体例
が分かりやすいか，などの観点について，手直しした意
見文をグループで読み合い，根拠や反論部分について質
問や助言をし合う。 
○根拠となる資料を変更したり，新たな資料を提示して
展開したりするなど，グループでの検討を基に意見文の
推敲を進める。 

自分の意見を読み手に納得さ
せるために十分な資料であるか
や適切な解釈であるかについて
検討し，助言し合っている。 
 グループでの検討を基に，自分
の意見をより納得できる根拠や
反論への考えに書き直している。 
・授業観察 
・生徒のワークシート 
・根拠や反論部分を推敲した意 
見文（データ） 

第５時  
 
 
 
○段落構成や接続語等言葉の使い方について確認する。 
○語句は正しい用法で適切に使われているか，誤字脱字
はないか，論理的な論の展開になっているかなど，段落
構成や言葉に着目して推敲し，完成させる。 

 論理的な段落構成や語句等に
ついて着目してグループで見合
い，アドバイスし合いながら自分
の意見文を推敲している。 
・授業観察 
・生徒のワークシート 
・推敲し，完成した意見文 
（データ） 

第６時  
 
 
 
〇意見文を読み合い，資料の解釈，意見，根拠，反論の
検討による意見の深まりなどについて話し合う。 

 友達の意見文について，「評価
の観点」に従って適切に評価しな
がら，よい点や改善点についてメ
モしている。 
・授業観察 
・生徒のワークシート 

 

 

 

 

学習のねらい 
 根拠や反論部分について，意見文を補強するた
めに必要な情報を収集し，意見文を推敲する。 

学習のねらい 
 意見文を互いに読み合い，意見の明確さ，根拠
の適切さ，意見の深まりについて話し合う。 

学習のねらい 
 双括型意見文の構成を理解し，構成に沿って意
見文を改善する。 

学習のねらい 
 意見文の段落構成や言葉の使い方について理解
し，意見文を推敲する。 

学習のねらい 
 意見文における反論の効果について考える。 



- 8 - 

 

第２時の展開（前時） 

授
業
展
開 

時
間 

学習活動 

◎主な発問 

指導上の留意点 

●クラス全員の深い学びを実現する

ための働きかけ 

活用する 

ICT 機器等 

つ
か
む 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

１ 前時を振り返り，提示資料

で本時の学習の見通しをも

つ。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 意見文の三つの構成につ

いて理解する。 

○分かりやすく説得力のある意見文

とはどのようなものなのか，書き方の

ポイントについておさえながら書き

進めていくことを確認する。 

・読み手の思考に沿った構成 

・資料から読み取れる内容と自分の 

考えとの照応 

・具体例の活用 

電子黒板 

「活用➀」教師 

深
め
る 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

 

３ 自分の意見文を双括型の

構成に沿って内容を入れ替

えたり表現を変えたりして

手直しをする。 

 

◎自分の書いた意見文にはど

んな要素が入っているかを確

認するために色分けしてから

手直しを進めましょう。 

 

４ 手直しした意見文をグル

ープで見合い，構成について

確かめ合う。 

◎色分けした要素は合ってい

るか，構成に沿って並んでいる

か，はじめの文章と比べてどう

変わったかなど気付いたこと

をたくさん伝え合いましょう。 

○文章の内容で色分けすることで，自

分の作成した意見文の要素について

確認するようにする。 

・赤色･･･意見 

・青色･･･根拠 

○色分けしたデータを構成に沿って

入れ替えて，文章表現の手直しをす

る。 

 

 

●色分けした要素の分析が正確かや

意見文の構成に沿った順番になって

いるかを確認するとともに，前時に作

成し，プリントアウトした文章と手直

しした意見文を読み比べて，分かりや

すさや読みやすさなどの点で気付い

たことを伝え合うようにする。 

ノートＰＣ 

（ワープロソフト） 

「活用②」生徒 

ま
と
め
る 

10 

 

 

 

4 

 

５ 本時の学習をまとめ，振り

返りをする。 

 

 

６ 次時の学習について知る。 

○今日の学習を通して，自分の意見文

について気付いたことをまとめ，本時

の学習の達成感を認め合う場を設定

する。 

○自分たちの意見文をさらに説得力

のあるものに変える方法があること

を告げ，次時の学習への，意欲を高め

るようにする。 

ノートＰＣ 

（ワープロソフト） 

「活用③」生徒 

 

 

 

 

学習課題  意見文の構成を理解し，構成に沿って改善しよう。 
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第３時の展開（本時） 

授
業
展
開 

時
間 

学習活動 

◎主な発問 

指導上の留意点 

●クラス全員の深い学びを実現するための

働きかけ 

活用する 

ICT 機器等 

つ
か
む 

5 

 

 

2 

①教科書の例文を，分析する。 

 

 

 

②本時の学習の見通しをもつ。 

◎今日は，反論を取り入れることで

意見文はどう変わるのかを，実際に

取り入れてみて考えていきたいと思

います。 

 

 

○例文を提示して，どのような要素で構成

されているか分析することを通して，反論

が取り入れられていることに気付かせるよ

うにする。 

○今日のめあてと，本時の授業の流れを提

示する。 

 

電子黒板 

「活用①」教師 

深
め
る 

16 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

8 

③自分の意見に対する反論への対策

を考える。（個→グループ） 

◎反論に対して，相手が納得する意

見を考えて書きましょう。 

◎同じ立場の生徒で情報交換し，よ

りよい意見になるようアドバイスし

合い，反対の立場の生徒に納得でき

るかを確かめながら改善しましょ

う。 

④反論や反論への対策を，自分の意

見文に取り入れて手直しをしてまと

める。 

◎「できたら保存しておきましょ

う。」 

⑤反論部分のある文とない文を読み

比べて感じたことや思ったことをま

とめる。 

◎反論を加えると，意見文はどう変

わりましたか。どのようなよさが加

わったのかを自分の言葉でまとめま

しょう。 

○対策が思いつかない生徒には，インター

ネットで反論についての対策に関する情報

を収集して考えをまとめるように指示す

る。 

●反対の立場からの，指摘が重要なことを

意識させる。反論の問題点と意見文の主張

との整合性を観点にしてアドバイスし合う

ように促し，練り合わせる。 

 

○反論が複数ある場合は，甘い反論よりむ

しろ厳しい反論の方がより説得力が増すこ

とを伝え，一つ選んで取り入れるように指

示をする。 

●反論のある文と削った文の２種類を作成

させることで，画面上で比較できるように

する。 

 

 

 

 

ノートＰＣ 

（ワープロソフト） 

「活用②」生徒 

ま
と
め
る 

6 

 

 

 

 

3 

➅反論について考えたことを全体で

交流，個々の気付きを共有する。 

◎リレー発表でつなげていきます

が，当たった人は，前の発表者の意

見に一言感想を言ってから自分の意

見を紹介してください。 

⑦次時の学習について知る。 

○意見に対し納得できるかどうかを理由と

ともにリレー発表でつなげることで，考え

を共有するようにする。 

 

 

○今回取り入れた反論部分が，自分の意見

を読み手に納得させるために最善なもので

あるか。そして反論に対する考えは適切な

解釈であるかについて検討し，更なるレベ

ルアップを図ることを伝える。 

 

 

 

 

学習課題  意見文における反論の効果について考えよう。 

反論があることによって説得力の高まっ

た文章になっていることに気付き，自分の

言葉でシートにまとめている。 

（授業観察・ワークシート） 
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〇本展開における主体的・対話的で深い学びのための ICT 活用 

教科の見方・考え方 

 対象と言葉，言葉と言葉との関係を，言葉の意味，働き，使い方等に着目して捉えたり問い直した

りして，言葉への自覚を高めること。 

活用② 

育成を目指す資質・能力 

信頼できる情報を取捨選択し，自分の意見に効果的に取り入れ活用する能力。 

意見文の作成とグループでの交流を通して，説得力ある意見にするための要素に気付き，読み手に

分かりやすい構成に文章を改善する能力。 

 

「深い学び」の視点 「主体的な学び」の視点 

「対話的な学び」の視点 

 グループでお互いの意見と

根拠を伝え合い，質問や助言

を考えさせることで，多様な

考え方にふれるとともに自分

の意見についての理解を深

め，よりよい意見文にするた

めの改善を図る。 

＜教科の見方・考え方を生かした主体的・対話的で深い学びに

向かう課題（問い）や教材，発問の工夫＞ 

課題（問い）の工夫 

意見文の構成要素が自分の文章に入っているかどうか文字

を色分けすることで分析したり，構成に沿って入れ替えたりし

て手直しをする。そして，以前の文章と比較することで意見文

の質的向上に気付かせ，活動への達成感と意欲をもたせるよう

にする。また，質問や助言，反論を考えたり，それについての

改善策を考えたりすることを通して，自分の意見をより明確に

意識することができるようにする。 

教材の工夫（活動のための材料等の工夫） 

 ＰＣで意見文を作成することで，改善の過程をデータ管理

する。授業の最後に作成した意見文をデータとして保存し，紙

媒体としてプリントアウトする。プリントアウトした意見文

は，次時に手直しした文との読み比べに活用する。これにより，

制作した意見文が，時間毎に完成度が高まっていることを実感

できるものとなる。 

意見文の構成について提示するとともに教科書の文例を活

用し，作成した意見文を比較・検討できるようにする。また，

要素毎に色分けした意見文を，お互いに確認し合うことを通し

て，意見文の構成と要素について分析・理解する力が高まるよ

うになる。 

グループでお互いの課題について話し合うことを通して，資

料について多様な読み取り方があることに気付くとともに，質

問や助言についての改善策を考えることで，自分の意見が更に

明確になり，この後の意見文作成の際に，主体的に活動できる

ようになる。 

＜ICT 活用の考え方～「見方・考え方」に着目した ICT 活用の工夫＞ 

対象と言葉，言葉と言葉との関係を，言葉の意味，使い方に着目して捉えるという見方・考

え方を育むために，パソコンで意見文を作成した。これにより，推敲したものを読み比べるこ

とが可能となり，言葉への自覚を高めるとともに，意見文の完成度を実感できるものとなる。

また，改善の過程を記録としてデータ管理できる。 

対象と言葉，言葉と言葉との関係を，言葉の働きに着目して捉えるという方・考え方を育む

ために。反論を入れた意見文と外した意見文を作成し，読み比べることで，意見文に反論を入

れることの意味について考える手がかりとする。 

言葉と言葉との関係を，言葉の働きに着目して捉えるといった見方・考え方を働かせること
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で，要素毎に色分けした。これにより，意見文の構成に沿って作成する際には，内容が把握で

きるとともに，文の入れ替えや表現の変更なども効率的に進めることができる。 

ICT の具体的な

活用の流れ 

生徒：授業を円滑に進めるためには，生徒の情活用能力を高めておく必要が

ある。情報に関わる単元等を活用して，データの保存や編集といった文書管

理の仕方についておさえたり，１５文字程度／ｍという中学生のタイピング

スピードを２０文字程度／ｍには向上させる。また，ワープロソフトでの書

式設定や文字色の変更，文書のコピー＆ペーストの技能を身に着けるための

取り組みをする必要がある。 

教科書の例文を電子黒板で提示し，前時に自分が作成した意見文と比べ，

例文には反論部分（反論と反論に対する考え）が取り入れられていることを

理解する。 

グループで，アドバイスをし合って，反論や反論を踏まえた考えをまとめ

て，意見文に書き加える。 

反論を入れることの効果を考えさせるために，前時に作成しプリントアウ

トした反論のない意見文と，本時で作成した反論を入れた意見文とを読み比

べることで，説得力という観点から感じたことや考えたことを自分なりにま

とめる。 

そして，読み比べて感じたことや考えたことを全体で交流し，共有する。 

授業者：初めに本時の授業の流れを電子黒板で確認することでゴールまでの

見通しをもたせるようにする。 

 反論と反論を踏まえた考えを取り入れた意見文とないものを比較できるよ

うに前回作成した意見文は事前に印刷しておく。 

＜ポイントとなる発問＞反論のある文とない文を読み比べてより納得でき

る意見文はどちらだと感じましたか。理由とともに自分の言葉でまとめよう。 

活用する ICT 生徒：ノートＰＣ（ワープロソフト） 

授業者：電子黒板 
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本 ICT 活用に

おける児童生

徒の様子 

児童生徒全体の様子 授業の自己評価に，次の４項目を設けた。 

１．反論に対する対策を考え，書くことができた。 

２．反論と対策を自分の意見文に取り入れて改善することが

できた。 

３．意見文における反論を考え，まとめることができた。 

４．意見文における反論の効果を考え，まとめることができ

た。 

各項目ともＡ評価が，全体の９５％以上であった。１と３につ

いては１００％の生徒がＡ評価を付けていた。 

 前時に書いた反論部分がない原稿と，加筆した原稿データ

を比較して読むことで，反論の効果にほとんどの生徒が気付

き，自分の言葉でまとめることができていた。 

特定の児童生徒の具

体的な発言の内容や

行動等 

 反論を考える際に，自力ではなかなか難しい生徒も，同じ立

場の生徒と意見交換したりアドバイスを受けたりすることで

学習を進めることができていた。 

反論を取り入れることで意見文がどう変わったかというま

とめの問いに，「反論を入れたことで，もっと文章が具体的に

なっている。分かりやすくなっている。」と効果への気付きを

まとめることができた。 

 また，振り返りでは，「友達の意見を聞いて，読み手に分か

りやすい表現のしかたが分かった。それを文章に付け足すこ

とができました。」との記述があった。 

本 ICT 活用によって授業者が分析・解

釈したこと 

意見文の改善の過程を１時間毎に保存し，記録を蓄積して

いくことで，以前の意見文との比較が容易にできるようにな

った。本単元を通して，自己評価もＡ評価が多いことは，比較

することによって，より説得力のある意見文になっていくこ

とが意識されたのではないかと考えられる。また，グループで

の情報交換やアドバイス，あるいは友達の発表を聞いて考え

が深まったという振り返りの記述があり，学び合いでの考え

の深まりを生徒自身が意識できていたといえる。 
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児童生徒の変容,またどのような力が

育成されたといえるか 

 意見文を作成する過程で，説得力をもたせるための構成や

要素について身に付けさせたいと考え授業を進めた。 

 最初に書いた意見文を基に,意見や根拠，根拠に対する見

方，反論，反論への考えといった意見文の要素について，文章

を色分けする活動を通して,意見文に必要な要素を意識する

ようになっていった。そして,構成に沿って並べ替えること

で,整った意見文を書けているという意識がもてた。文書ソフ

トを活用することで，手直しが容易にでき，作文に抵抗感があ

る生徒にとっても意欲的に書き進めることができた。 

今回の学習を通して，意見文における文章の要素を分析す

る力と文章構成の力が育成された。 

本単元の指導計画・指導案における

ICT 活用についての総括的な評価 

 ICT を活用することで，難しい作文の要素の分析や何度も書

き直して行われる推敲が，分かりやすく効果的に進めること

ができる。 

 また，授業毎にできたところまでの文書をどんどん（文書

１，文書２，･･･など）保存することで，以前の文章との比較

を容易にし，意見文の高まりを実感できるというよさがあっ

た。 

 特に，作文が苦手な生徒にとっては，何度も書き直すことは

強い抵抗感があるが，スモールステップで前時に書いた文章

を少しずつ手直ししたり，構成を並べ替えたりといった作業

が比較的容易にできるので，ICT を活用することで意欲的な取

り組みが見られた。 
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単元の指導計画・指導案（ICT 活用事業） 

学校名 八峰町立八峰中学校 担当教員 鎌田 祐輔 

 

学 年 ２年生 教科等 数学 

単元名等 一次関数の利用（課題学習） 

単元の目標 数量関係から一次関数をとして捉えられる二つの数量を見いだし，その特徴

を調べたり，式で表したりしようとしている。                               

［数学への関心・意欲・態度］ 

 表・式・グラフを用いて一次関数の特徴を考察し，具体的な事象における変化

の割合や切片の意味を説明することができる。     ［数学的な見方や考え方］ 

 一次関数の式から傾きや切片を読み取ってグラフをかいたり，変域を求めた

りすることができる。                                  ［数学的な技能］ 

 一次関数の意味や表における値の変化の特徴，グラフの特徴を理解している。 

                                [数量や図形などについての知識・理解] 

単元の評価規準  一次関数に関心をもち，具体的な事象の中から一次関数として捉えられる二

つの数量を見いだしたり，その関係を式で表したりしようとしている。 

[数学への関心・意欲・態度] 

 一次関数の特徴を，表，式，グラフを相互に関連付けるなどして見いだすこと

ができる。                   ［数学的な見方や考え方］ 

 一次関数の関係を表，式，グラフを用いて表現したり，処理したりすることが

できる。                         [数学的な技能] 

 具体的な事象の中には，一次関数とみなすことで変化や対応の様子について

調べたり，予測したりできるものがあることを理解している。 

[数量や図形などについての知識・理解] 
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〇単元の主な流れ（５時間） 

時間 学習活動 主な評価規準・評価方法 

第１時  

学習のねらい 
  一次関数を求めることに関心をもち，式を決定す
るための条件を考えたり，式を求めたりすることが
できる。 

〇グラフから，傾きや切片を読みとる方法を考える。 
〇切片が整数値でないときはどうしたらよいか考え，２
点がわかれば式を求めることができることを確認する。 

 グラフの切片と傾きを読みと
って，一次関数を求めることがで
きる。 
  グラフが通る２点から一次関
数を求めることができる。 
・生徒のワークシート 
・評価問題 
・生徒の振り返り 

第２時  

学習のねらい 
  身近な事象を一次関数ととらえて，表・式・グラフ
を用いて表現するとともに，考え方や解き方を式や
グラフを用いて説明したり，比較したりすることが
できる。 

○全校生徒がウエーブするのにかかる時間を予想する。 
○学級で実験を行い，人数と時間の数量関係を考える。 
○数量の関係から，全校生徒でウエーブをするのにかか
る時間を求める。 

 課題が一次関数といえるかど
うか，表・式・グラフの特徴をも
とに，論理的に考察することがで
きる。 
 比例は一次関数の特別な場合
であることを理解している。 
・授業観察 
・生徒のワークシート 
・評価問題 
・生徒の振り返り 

第３時  

学習のねらい 
  課題を一次関数とみなし，表・式・グラフを用いて
表現したり，処理したりすることができる。 

○線香の燃焼実験を行い，燃焼時間と線香の長さの数量
関係を考える。 
○二つの数量関係について考察する。 
○二つの数量関係を一次関数とみなし，問題を解決す
る。 
 

課題が一次関数といえるかど
うか，表やグラフの特徴をもと
に，論理的に考察することができ
る。 
 課題を一次関数とみなし，表・
式・グラフを用いて表現したり，
処理したりすることができる。 
・授業観察 
・生徒のワークシート 
・生徒の発表 
・評価問題 
・生徒の振り返り 

第４時  

学習のねらい 
 身の回りの事象について，「一次関数になるかどう
か」を予想し，実験することができる。 

○生徒が一次関数になりそうだと予想した事象につい
て，実際に実験を行い，データをとる。 
○数量の関係から対応や変化の特徴を捉え，グループで
判断した結果をまとめる。 
○次時の発表に向けて，発表資料や役割について確認す
る。 

 身の回りの事象に関心をもち，
一次関数になるかどうか予想し
て実験に取り組むことができる。 
 実験から得た数量の関係から，
一次関数であるかどうか判断す
ることができる。 
・授業観察 
・生徒の振り返り 

第５時 

(本時) 

 

学習のねらい 
 実験のデータから，対応や変化の特徴を捉え，一次
関数になるかどうかを論理的に考察し，説明するこ
とができる。 

○各グループから実験の概略やデータの説明を聞き，一
次関数であるといえるかどうか考える。 
○根拠を明らかにして，それぞれの実験についての答え
を確認する。 
○一次関数とみなすためにはどのような条件が必要か
考え，まとめる。 

 実験のデータから，対応や変化
の特徴を捉え，一次関数になるか
どうかを論理的に考察し，説明す
ることができる。 
・授業観察 
・生徒の発表 
・生徒の振り返り 
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第４時の展開（前時） 

授
業
展
開 

時
間 

学習活動 

◎主な発問 

指導上の留意点 

●クラス全員の深い学びを実現する

ための働きかけ 

活用する 

ICT 機器等 

つ
か
む 

5 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

１ 生徒が一次関数になると

予想した事象を発表し，本時

の課題を確認する。 

 

 

 

 

２ 実験方法やグループ分け

を確認する。 

○事前に生徒に，身の回りにある事象

から一次関数になりそうなものを予

想してもらい，その中で実験し確かめ

ることができるものを選択する。 

 

 

 

○正確な実験結果を得られるよう，他

教科（理科）担当教師から事前準備等

の協力を得る。 

○実験がスムーズに進むようにグル

ープ内で役割分担を決めるよう助言

する。 

電子黒板 

「活用①」教師 

 

 

 

 

 

電子黒板 

「活用②」教師 

深
め
る 

35 

 

 

 

３ 実験を行う。 

 

 

 

 

 

４ グループごとに実験結果

を考察し，次時の発表に向け

て準備する。 

 

◎「実験結果から，一次関数で

あるかどうかと判断した理由

はなにか。根拠を明らかにしよ

う。」 

○正確な実験を行えるよう予備実験

で，実験器具や場所等の準備を確認し

ておく。 

○IＣＴ機器を用いて実験を行うグル

ープには，IＣＴ支援員が機器の操作

等を支援する。 

○グループの必要に応じて，ホワイト

ボードやタブレットＰＣを準備し，分

かりやすい説明ができ，聞く生徒が視

覚的に理解しやすいように配慮する。 

●一次関数と判断した根拠を明らか

にするよう意識させる。表・式・グラ

フの特徴を振り返り，一つだけでなく

複数の根拠から説明することで相互

に関連していることをアドバイスす

る。 

ノートＰＣ 

タブレットＰＣ 

ビデオカメラ 

「活用③」生徒 

 

 

タブレットＰＣ 

「活用④」生徒 

ま
と
め
る 

3 

 

 

2 

５ 本時の学習をまとめ，振り

返りをする。 

 

６ 次時の学習について知る。 

○実験結果から分かったことや，次時

の発表に向けて気を付けたいことを

振り返る 

○次時は，自分たちの実験結果を発表

し，全員で一次関数であるかどうか考

えるということを伝える。 

タブレットＰＣ 

「活用⑤」生徒 

 

電子黒板 

「活用⑥」教師 

 

学習課題  身の回りにある事象が一次関数になるかどうか予想 

し，実験してみよう。 
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第５時の展開（本時） 

授
業
展
開 

時
間 

学習活動 

◎主な発問 

指導上の留意点 

●クラス全員の深い学びを実現する

ための働きかけ 

活用する 

ICT 機器等 

つ
か
む 

3 

 

 

 

 

 

5 

 

 

１ 前時の学習を振り返り，本

時の課題を確認する。 

 

 

 

 

２ 発表の練習をする。 

 

○実験結果やグループの判断を振り

返ることで，本時の発表をスムーズに

行えるようにする。 

 

 

 

○結論とその理由を分かりやすく説

明できるように，グループの役割分担

を決めておくように助言する。 

電子黒板 

「活用①」教師 

深
め
る 

30 ３ グループごとの発表を行

う。また，その説明を聞いて

ペアで一次関数かどうか判

断する。 

◎「実験結果の説明を聞いて，

どのように思いましたか。ペア

で判断してみましょう。また，

そのように判断した根拠を明

らかにしましょう。」 

○実験の様子をＶＴＲで紹介するこ

とで，他のグループの実験について理

解を深められるよう支援する。 

●一次関数と判断した根拠を明らか

にするよう意識させる。表・式・グラ

フの特徴を振り返り，一つだけでなく

複数の根拠から説明することで相互

に関連していることを気付かせる。 

●ペアの考えの説明を発表してから，

グループの判断を聞くことで，根拠は

一つだけでないということを確認し，

多角的に物事を見たり，相互に関連づ

けて判断したりする力を養いたい。 

 実験のデータから，対応や変化の

特徴を捉え，一次関数になるかどう

か判断することができる。 

（授業観察・生徒の発表） 
 

タブレットＰＣ 

電子黒板 

ビデオカメラ 

「活用②」生徒 

ま
と
め
る 

5 

 

 

 

7 

 

４ 実験結果が一次関数にな

るかどうか，教師の説明を聞

く。 

 

 

５ 本時の学習をまとめ，振り

返る。 

○生徒の予想や見立てが正しかった

結果については，さらに理解を深めら

れるよう助言する。また，正しく判断

できなかった結果は，訂正する。 

○一次関数と判断するためにはどの

ようなことが分かればよいのか，生徒

の言葉でまとめる。 

電子黒板 

「活用③」教師 

 

 

 

学習課題  実験結果の説明を聞いて，一次関数かどうか根拠を明 

らかにして説明しよう 
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〇本展開における主体的・対話的で深い学びのための ICT 活用 

教科の見方・考え方 

 実験のデータから，対応や変化の特徴を捉え，一次関数になるかどうかを論理的に考察し，説明す

ること。 

活用③ 

育成を目指す資質・能力 

一次関数の表・式・グラフを相互に関連づけて，具体的な事象が一次関数かどうか判断する能力。 

多角的に物事を捉え，総合的に判断する能力。 

 「深い学び」の視点 「主体的な学び」の視点 

「対話的な学び」の視点 

 ペアで考えて，タブレット

ＰＣに記入することで，積極

的に活動に取り組めるように

する。また，タブレットＰＣ上

に記入した考えを，全体で共

有し，生徒同士が対話をしな

がらそれぞれの実験のデータ

について，どこが同じでどこ

が違っているのか，練り上げ

ていくことができる。 

＜教科の見方・考え方を生かした主体的・対話的で深い学びに

向かう課題（問い）や教材，発問の工夫＞ 

課題（問い）の工夫 

 実験結果の説明を聞いて，どのように判断したのかペアで共

有することで，より多くの考え方にふれることができるように

する。 

また，「判断した根拠を明らかにするように」と発問すること

で，曖昧に判断するのではなく，明確な根拠をもち，分かりや

すい説明ができるように配慮する。 

教材の工夫（活動のための材料等の工夫） 

生徒が一次関数になりそうだと予想した，５つの事象につい

て，実際に実験を行いデータをとることで，より主体的に本時

の課題に取り組むことができるように配慮した。 

また，実験を行っていない４つの事象については，他のグル

ープの結果を聞き，判断できるようにした。 

＜ICT 活用の考え方～「見方・考え方」に着目した ICT 活用の工夫＞ 

複数の情報から総合的に判断するという見方・考え方を育むために，タブレットＰＣと全て

のタブレットＰＣの画面を電子黒板に表示できるＰＣソフトを活用した。 

また，黒板とＩＣＴ機器の役割を明確にした。本時の展開では，生徒が実験を行ったデータ

を示す役割は黒板へ，生徒の考えや判断した根拠はタブレットＰＣや電子黒板へ示すようにし

た。判断した根拠として大切になりそうなものは，黒板へ残し，振り返りの場面で生徒が活用

できるように配慮した。 

ＩＣＴ機器を使用することで，一次関数になるかどうかの判断をクイズ形式で答えることが

でき，主体的・意欲的に学習することができる。 

全てのペアの考えを，電子黒板に示すことができ，発表するときに自信をもって発表するこ

とができる。また，より多くの考え方にふれることができるよさを生かして，多角的に物事を

判断する力を養うことができる。 

ICT の具体的な

活用の流れ 
生徒：実験の様子を，ビデオカメラを使って説明する。実験のデータから，

一次関数になるかどうか判断し，その結果をタブレットＰＣに記入する。タ

ブレットＰＣに記入したものを，電子黒板に示し，判断した根拠を明らかに

しながら説明する。 

授業者：電子黒板を利用して，実験前の予想を示す。まとめる場面で，実験

結果が一次関数になるかどうかを，３年生の数学や理科の教科書を電子黒板

で見せることで，理解を深められるようにする。 

＜ポイントとなる発問＞ 

「実験結果の説明を聞いて，一次関数になると思いましたか。ペアで相談

して判断してみましょう。また，そのように判断した根拠を明らかにしまし

ょう。」 

活用する ICT 生徒：タブレットＰＣ，電子黒板，ビデオカメラ 

授業者：電子黒板 
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本 ICT 活用

における児

童生徒の様

子 

児童生徒全

体の様子 

 本校の生徒は ICT 機器の操作に慣れており，比較的スムーズに授業を

進めることができた。そこで，生まれた時間を話し合い活動に有効に活

用することで，対話的な学びを進めることができた。 

 また，タブレットＰＣに記入した考えを全体で共有することで，他の

生徒も自分と同じ考えであることが分かり，自信をもって説明すること

ができる生徒が多く見られた。 

特定の児童

生徒の具体

的な発言の

内容や行動

等 

 発表で説明することが苦手な生徒も，タブレットＰＣに説明を記入す

ることで，自分の考えをもち，それを他の生徒に伝えることができた。 

 振り返りでは，「友だちの意見を聞いて，自分で考えていたことと同じ

結果だが，判断する根拠が違っていておもしろかった」や「自分の考え

を友だちに理解してもらおうと，分かりやすく説明することを頑張った」

との記述があり，主体的に学ぶことができていた。 

本 ICT 活用によって授業

者が分析・解釈したこと 

 ICT 機器を活用することで，生徒の活動の時間を多く確保できた。生

徒同士が対話をしながら学習することで，より多くの気付きにつながっ

ていた。また，クイズ形式で解答することができるので，意欲的に活動

する生徒が多くなった。 

 ICT 機器の活用が主たる目的ではなく，その授業を終えて生徒にどの

ような変容が見られたらよいか，どのような気付きをさせたいかという

授業づくりの根幹をしっかりともち，そのねらいを達成するために ICT

機器をどのように活用したらよいのかと考えるようにしていかなければ

ならないと思う。 

 

〇本展開における ICT 活用についての授業者による評価 

児童生徒の変容、またどの

ような力が育成されたと

いえるか 

 自分の考えや判断を他者に説明するときに根拠を明らかにして説明す

る力が育成されたと思う。これは本単元のみならず，図形における「証

明」や文字を使った「説明」の場面でも有効である。 

 また，より多くの考え方にふれることで，多角的に物事を見る力も養

うことができた。これは，生徒の振り返りからも明らかであった。 

 今回の学習を通して，身の回りには一次関数の関係になる数量関係が

多くあることに気付き，抽象的になってきている数学の学習を，いつも

より身近なものと感じることができた。 

本単元の指導計画・指導案

における ICT 活用につい

ての総括的な評価 

 本単元は，課題学習として設定した。数学は好きであるが，一次関数

を苦手と感じている生徒が多く見られたからだ。これを解決するために，

ICT 機器を活用し，生徒たちが主体的・対話的に課題を解決していくこ

とができる授業を目指した。 

 実験や発表など様々な場面で ICT 機器を活用したが，生徒は抵抗なく，

むしろ普段よりも積極的に課題解決に取り組むことができた。これは，

説明を聞いてノートに書くだけでなく，生徒がアクティブに活動したい

という，意思の表れであると感じた。 

 一方で，単に ICT 機器を活用すればよいのではなく，ねらいを達成す

るために，有効であるかどうかをしっかりと判断して活用していかなけ

ればいけないと感じた場面もあった。 

 総合的に判断すると，生徒が意欲的に学習し，実りのある授業となっ

た。 
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単元の指導計画・指導案（ICT 活用事業） 

学校名 八峰町立八峰中学校 担当教員 永塚 功 

 

学 年 ２年生 教科等 理科 

単元名等 単元名 「天気とその変化」 大気の動きと日本の天気 

単元の目標 日本の天気の特徴について科学的に探究するとともに，自然環境の保全に寄

与しようとする。            ［自然事象への関心・意欲・態度］ 

 

 日本の天気の特徴を，気団や大気の循環と関連付けて考察することができる。 

 天気の変化について予想し，根拠を明確にしながら説明することができる。 

                 ［科学的な思考・表現］ 

 

 気象情報や映像資料などから，日本の天気の特徴を読み取ることができる。 

                     ［観察・実験の技能］ 

 

日本付近の天気の特徴や大気の循環について，基本的な概念を理解し知識を

身に付けている。             [自然事象についての知識・理解] 

単元の評価規準 日本の天気の特徴，大気の動きと海洋の影響に関する事象に進んでかかわろ

うとし，気象災害について，自らの生活と関連させてとらえようしている。 

                    ［自然事象への関心・意欲・態度］ 

 

 日本の天気を，季節ごとや地域ごとによって比較することでその特徴を見い

だし，気団や偏西風，季節風と関連付けて考察している。 

 低気圧や高気圧，前線の性質などの既習事項をもとに天気の変化を予想し，

根拠を明確にしながら，気温や気圧，風向きの変化について考えをまとめ，説

明している。                   ［科学的な思考・表現］ 

 

 日本の天気の特徴や大気の動きに関して，天気図や気象衛星画像の資料，映

像資料を活用し，適切に読み取っている。       ［観察・実験の技能］ 

 

日本付近の天気の特徴や規則性と気団との関連，大気の動きや海洋の影響と

の関連などについて基本的概念を理解し，気象災害について知識を身に付けて

いる。                 [自然事象についての知識・理解] 
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〇単元の主な流れ（１１時間） 

時間 学習活動 主な評価規準・評価方法 

第１時  
 
 
 
〇気象衛星の画像から，日本の気象が地球全体の気象の
一部であることに気付く。 

〇自分が住む地域の季節ごとの天気の様子を想起し，季
節によってどんな違いがあるかを予想する。 

 気象衛星の画像から雲の動き
を読み取り，地球全体の動きとし
てとらえている。 
 季節ごとの天気の特徴を予想
し，既習の用語を使いながらまと
めている。 
・生徒のシート，ノート 
・生徒の振り返り 

第２時 

 

第３時 

 
 
 
 
○天気図や気象衛星の画像から，日本の春と秋，冬，夏
の天気の特徴について読み取る。 

○梅雨や台風について，日常生活と関連させながら，天
気の特徴をとらえる。 

○日本の四季の天気の特徴を，気団や季節風などと関連
付けて考察する。 

日本の四季の天気を比較しな
がら，その特徴を説明している。 
天気の変化を気団や季節風と

関連させながら考察し，まとめて
いる。 
・生徒のシート，ノート 
・生徒の振り返り 
 

第４時 

第５時 

(本時) 

 
 
 
 
〇前線が通過したときの天気の変化について既習内容
を確認し，通過時刻を予想するには，どんな情報が必
要かを考える。 

○与えられた情報から前線が通過した時刻を予想し，秋
田県を示す資料がどれか考察する。 

 気温，気圧，風向などの変化を
関連させて，前線の通過した時刻
を予想している。 
天気図や気象衛星の画像を活

用し，秋田県での天気の変化を考
察している。 
・発表，話合いの観察，シート 
・生徒の振り返り 

第６時  
 
 
 
○実験の映像から，海と陸での空気の動きをとらえる。 
○あたたまり方の違いが要因となり空気が移動するこ
とを理解する。 

○季節風が起こる要因や季節による違いについて理解
する。 

海陸風や季節風が，海と陸のあ
たたまり方の違いにより起こる
ことを理解し，夏と冬の季節風の
特徴を，気圧の変化と関連させて
考察している。 
・授業観察，シート 
・生徒の振り返り 

第７時  
 
 
 
 
○緯度により受け取る太陽エネルギーが異なることが
要因となり，大気が動いていることを理解する。 

○地球には地域によって大気の動きに特徴があり，地球
全体で大気が循環していることをとらえる。 

 資料から，地球全体での大気の
循環についてとらえ，大気を動か
しているのが太陽のエネルギー
であることを理解している。 
・授業観察，シート 
・生徒の振り返り 

第８時 

 

第９時 

 
 
 
 
〇天気を予想する手順を考え，必要な情報を収集する。 
○現在の天気の把握，過去の移り変わりの把握，天気図
の予想という手順により，今後の天気を予想する。 

 収集した情報から，科学的な推
論で天気を予想し，根拠を明らか
にしながら，説明している。 
・授業観察，シート 
・生徒の振り返り 

学習のねらい 
 数日間の天気図などから天気の変化を読みと
り，翌日の天気を予想する。 

学習のねらい 
 天気には，季節や地域による違いがあることに
気付く。 

学習のねらい 
 海と陸のあたたまり方の違いや海陸風，季節風
が発生する理由を理解する。 

学習のねらい 
 日本の四季の天気の特徴をとらえ，その要因に
ついて理解する。 

学習のねらい 
 大気を動かしているのは，太陽のエネルギーで
あることを理解し，地球全体での大気の循環の様
子をとらえる。 

学習のねらい 
 日本付近を前線が通過した時の気象要素の変化
から，場所ごとに前線が通過した時刻を予想する。 
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第 10時  
 
 
 
○天気の変化を予想するためには，気圧配置について予
想することが必要であること，現在は「数値予報」を
用いて予測できることを理解する。 

○自分の予想がうまくできたか，根拠は妥当であったか
どうかを自己評価する。 

 天気を予測するためには，低気
圧の発達や移動をもとに気圧配
置を予想することが必要である
ことを理解している。 
自分の予想と実際の天気を比

較し，結果について正しく評価し
ている。 
・授業観察，シート 
・生徒の振り返り 

第 11時  
 
 
 
○映像資料や自身の経験などから，台風の通過時や冬期
間にどのような気象災害が起こるかをまとめる。 

○気象災害による被害を少なくする方法について話し
合う。 

 台風や大雪による災害の原因
や生活への影響を，日常生活と関
連させてまとめている。 
 気象観測により災害を予測し
たり気象庁の情報を活用して災
害に備えたりすることができる
ことに気付き，説明している。 
・発表，話合いの観察，シート 
・生徒の振り返り 

第４時の展開（前時） 

授
業
展
開 

時
間 

学習活動 

◎主な発問 

指導上の留意点 

●クラス全員の深い学びを実現する

ための働きかけ 

活用する 

ICT 機器等 

つ
か
む 

３ 

 

１ 本時の学習課題を確認し，

学習の見通しをもつ。 

 

 

 

 

○これまでの低気圧や前線の学習の

まとめとして，示された資料から秋

田県のものを選ぶ活動を行うこと

を伝え，見通しをもたせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

深
め
る 

18 

 

 

20 

２ 寒冷前線が通過するとき

の天気の変化について確認

する。 

３ 予想に必要な情報は何か，

話し合う。 

◎気象要素の変化を知るため

には，どんな情報が必要だろ

うか。 

 

○各自の考えを集約し，前線通過に伴

う天気の変化について，既習内容を

確認する。 

●グループでの話合いと全体での確

認を行い，個々の考えを深める。 

○気温や気圧のグラフを準備するこ

とを伝え，その他に必要な情報はな

いか考えさせる。 

電子黒板 

書画カメラ 

「活用①」教師 

ま
と
め
る 

７ 

 

２ 

４ 本時のまとめと振り返り

をする。 

５ 次時の学習について知る。 

○グラフの他に，気象衛星の画像や天

気図も役立つことに気付かせる。 

○次時の課題を伝え意欲を高める。 

 

 

学習のねらい 
 天気予報の仕組みや方法を理解し，自分の予想
や根拠が正しかったかどうか評価する。 

学習のねらい 
 気象現象による災害について理解し，気象災害
を少なくする方法について考察する。 

学習課題  前線が通過した時刻を予想するには，どのような情報

があればよいだろうか。 

前線通過時刻の予想には，気象
衛星の画像や天気図，気温，気圧，
風向の変化などの情報が必要であ
ることを考察し，説明している。 

（授業観察，シート） 



 

- 23 - 

 

第５時の展開（本時） 

授
業
展
開 

時
間 

学習活動 

◎主な発問 

指導上の留意点 

●クラス全員の深い学びを実現する

ための働きかけ 

活用する 

ICT 機器等 

つ
か
む 

３ 

 

 

 

 

 

５ 

１ 前時の学習内容と本時の学習

課題を確認し，学習の見通しを

もつ。       （全体） 

 

 

 

２ 前時までに話し合った「予想

に必要な情報」を確認する。 

（グループ） 

○前時のまとめで出たキーワードを

提示し，課題解決への見通しをもた

せる。 

 

 

 

○タブレットＰＣ内の気象衛星の画

像と天気図の動画を示し，操作の仕

方を確認する。 

 

 

 

 

 

 

タブレットＰＣ 

「活用①」教師 

深
め
る 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

３ 気象要素の変化のグラフか

ら，前線が通過した時刻を予想

し書き込む。 （個→グループ） 

◎前線が通過したと思われる時刻

はいつだろうか。また，その根

拠はどんなことだろうか。 

 

 

 

４ 気象衛星の画像，天気図をも

とに，秋田県のものとしてふさ

わしいグラフを選ぶ。 

（グループ） 

◎秋田県の気象要素を表すグラフ

はどれだろうか。また，その根

拠はどんなことだろうか。 

 

５ グループで話し合った結果を

発表し合い，全体での考えをま

とめる。       （全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 予想が合っていたか確かめ

る。         （全体） 

○自力学習の時間を確保し，各自の考

えを確認しながらグループでの話

合いの中でも考えを出せるよう励

ましていく。 

○とまどう生徒には，気温や風向の変

化などの既習事項を示し，グラフの

中から同様の変化を見付けさせる

ことにより，全員が自分の考えをも

てるようにする。 

●複数の気象要素の変化を関連させ

て，総合的に判断できるように声か

けをする。 

○グループでの話合いでは，グラフを

ラミネート加工したものに書き込

ませ，随時修正しながら話合いを進

めさせる。全体の話合いでは書画カ

メラを使い，スクリーンに映す。 

○全体の話合いでは，各グループの考

えの共通点や相違点が明確になる

よう，「つなぐ話形」を意識して発

言させる。進行は理科係に任せ，意

見が食い違った場合でも，根拠を明

確にすることにより，全体としての

結論を生徒の手でまとめさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タブレットＰＣ 

「活用②」生徒 

 

 

 

 

 

 

電子黒板 

書画カメラ 

「活用③」生徒 

ま
と
め
る 

５ 

 

２ 

7   本時のまとめと振り返りをす

る。      （全体，個） 

8   次時の学習について知る。 

（全体） 

○本時の学びが，今後の天気予報につ

いての学習にも生かせることに触

れ，学びのつながりを意識させる。 

○次時の課題を伝え，意欲を高める。 

 

学習課題  秋田県で前線が通過した時刻は，どのようなことから

予想できるだろうか。 

秋田県での寒冷前線の通過時刻
を，気象衛星の画像と天気図，観
測地ごとの気温，気圧，風向の変
化などをもとに考察し，根拠を明
らかにしながら説明している。 

（授業観察，シート） 
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〇本展開における主体的・対話的で深い学びのための ICT 活用 

教科の見方・考え方 

 客観的にとらえた事実を，科学的な知識や概念を用いて合理的に判断するとともに，多面的，総合的

な見方を身に付け，日常生活や社会で活用できること。 

活用② 

育成を目指す資質・能力 

前線の通過によって起こる気温，湿度，気温，気圧，風向，天気の変化などを，暖気や寒気と関連付

けて，多面的，総合的にとらえる能力。 

前線の移動について，気象衛星画像などの資料を積極的に活用し，視覚的にとらえる能力。 

 

「深い学び」の視点 「主体的な学び」の視点 

「対話的な学び」の視点 

 

 グループ内でお互いの予想を

出し合い，根拠が妥当であるか

をもとに，最もふさわしい考え

に集約していく。前線通過時刻

が誤っている者や根拠がはっき

りしない者は，話合いの過程で

自分の考えを確かなものにして

いくことが期待できる。 

また，全体での話合いでは，

ほとんどのグループが予想した

前線通過時刻が同じになること

も有り得るが，他のグループの

考えに触れることにより自らの

考えをより確かなものにし，グ

ループでの話合いを価値付ける

ことができると考える。また，

異なる考えが出された場合は，

根拠となる映像資料に立ち返っ

て検証することにより解決し，

全体での話合いを価値付けるこ

とができる。 

話合いの進行も生徒に委ねる

ことにより，自らの手で課題を

解決した達成感を味わわせ，そ

の後の主体的な学びへとつなげ

ていきたい。 

＜教科の見方・考え方を生かした主体的・対話的で深い学びに

向かう課題（問い）や教材，発問の工夫＞ 

課題（問い）の工夫 

生徒が生活する地域である秋田県について取り上げること

により，学習した気象現象が身近な地域でも起こっていること

をとらえさせる。そして，日常生活の中でも身に付けた科学的

知識を活用することにより天気の変化を予想できることを実

感させ，身の回りの自然事象を，より科学的な見方で客観的に

とらえようとする意識を高めていく。また，地域ごとの前線通

過時刻を問うことにより，気象要素の時間変化のグラフや気象

衛星画像等の資料を総合的に活用し，様々な気象要素の変化か

ら多面的に前線通過時刻を考察させていく。 

教材の工夫（活動のための材料等の工夫） 

秋田県での前線通過時刻を考察するための根拠となる資料

として，「気温，湿度，気圧，風向，風力，天気の時間的変化

のグラフ」「気象衛星の雲画像」「天気図の変化」の３つを準備

した。このうち，雲画像と天気図は静止画をつなげて動画にし

たものでる。 

はじめに，都市名を伏せたグラフ３種類を提示することによ

り課題追究への意欲を引き出し，それぞれの前線通過時刻を予

想させることにより，既習事項を確認する。また，気温や風向

の変化がはっきりしないものは，他の気象要素の変化とも関連

させ，多面的に判断させる。さらに，「グラフだけでは秋田県

がどれか判断できない」という生徒の声をもとに，他に必要な

情報は何かを話し合い，雲画像と天気図も活用できることをと

らえさせる。 

各資料を総合的に活用することにより，グラフから予想した

前線通過時刻が妥当かどうか検証し，秋田県を示すグラフがど

れかを根拠を明らかにしながら考察させる。 

＜ICT 活用の考え方～「見方・考え方」に着目した ICT 活用の工夫＞ 

前線通過時刻を判断するには，天気図の変化を動画で確認することが最も有効であると考える。

また，話合いの中では，動画を何度も見返したり，時には静止させて確認したりすることも必要

となる。したがって，雲画像と天気図の動画を保存したタブレットＰＣをグループの数だけ準備

し，グループの話合いの中で自由に操作させたいと考える。 

生徒はこの活動の中で，与えられた情報の中から必要なもの選択し，相互に関連させながら活

用し，秋田県を寒冷前線が通過した時刻を示す天気図を根拠にして，課題を解決していくものと

考えられる。 
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ICT の具体的な

活用の流れ 

生 徒：事前に，３地点の気象要素の変化のグラフに自分が予想した前線通過

時刻を記入しておく。 

グループの話合いの中で，タブレットＰＣに保存された気象衛星の雲

画像の動画と天気図の変化の動画を再生し，それを見ながら秋田県を寒

冷前線が通過した時刻を判断する。 

グループの考えとして集約したものを，根拠が分かるようにラミネー

ト加工したグラフに記入する。 

全体の話合いでは，考えを記入したグラフを書画カメラを使って電子

黒板に投影し，発表者が指し示しながら説明する。 

 

授業者：全体の話合いの終盤で天気図の動画を電子黒板に投影し，集約された

考えが妥当であるかどうかを生徒と共に確認する。 

動画を再生しながら，寒冷前線が秋田県を通過したと思われる瞬間に

挙手させ，その時刻を確認する。また，雲の画像を再生し，それだけで

は前線の通過がはっきりとは判断できないこともおさえ，複数の資料を

総合的に活用することの必要性を確認する。 

＜ポイントとなる発問＞ 

「天気図の動画から，寒冷前線が秋田県を通過した時刻はいつと判断

できるだろうか。通過したと思ったら手を挙げよう。」 

活用する ICT 
生徒：タブレットＰＣ，電子黒板，書画カメラ 

授業者：タブレットＰＣ，電子黒板，書画カメラ 

 

本 ICT 活

用におけ

る児童生

徒の様子 

児童生徒全体の様子 

タブレットＰＣ内の雲画像や天気図の変化を確認しながら話合い

を進めることで話合いが活発になっていた。 

自らの考えを説明する際に，動画を提示することで，根拠を意識

した話合いがなされていた。 

振り返りカードの自己評価では，「理解」については全員がＡ，「発

言」については，ＡとＢがおよそ半数ずつであった。 

特定の児童生徒の 

具体的な発言内容や

行動等 

 普段はほとんど挙手せず，発言機会の少ない男子であるが，振り

返りの中で「グループで話し合い，秋田県がどこかを見付け，天気

図や雲画像から読み取ることができました。」と記述していた。また，

普段は自己評価で「発言」Ｃと答えることが多いが，本時では「発

言」Ｂ，「理解」Ａと答えていた。 

本 ICT 活用によって 

授業者が分析・解釈したこと 

 ICT を活用することにより，必要とする情報を生徒自身が活用しや

すい形で提示することができた。自ら操作しながら考えを話し合う

ことにより根拠を意識した発表がなされ，より深い学びに近付ける

ことができた。 

雲と天気図の画像をそれぞれ単独で再生したが，２つを重ね合わ

せたり並べて表示したりすることができれば，２つの資料を関連さ

せてとらえることができ，さらに理解が深められたと考える。 

○本展開における ICT 活用についての授業者による評価 

児童生徒の変容，またどのような力が

育成されたといえるか 

気象情報や気象要素の変化を多面的にとらえ，総合的に活用

しながら，天気の変化をとらえ予想する能力。 

天気の変化について，根拠を明らかにしながら考えをまとめ

たり説明したりする能力。 

本単元の指導計画・指導案における

ICT 活用についての総括的な評価 

 目にすることが難しい事象について，映像資料を活用するこ

とにより，生徒の気象現象に対するイメージが豊かになり，考

えの深まりが見られた。 
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 話合いの中で必要に応じてすぐに情報を確認できる環境を

提供することにより，グループ内での話合いが活性化し，対話

的な学びが促された。 

 多様な資料を，タブレットＰＣ，電子黒板を活用して提示す

ることで，気象現象を多面的にとらえることができ，自らの生

活と関連付けてとらえることにもつながった。 

 教師側から情報を提示するだけではなく，必要な情報を検索

したり考えを発表したりする場面でのICT活用を工夫すること

により，さらに主体的で深い学びを促すことができると考え

る。 
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単元の指導計画・指導案（ICT 活用事業） 

学校名 八峰町立八峰中学校 担当教員 鎌田 秀一，進藤 宣也 

 

学 年 １年生 教科等 保健体育科 

単元名等 球技 ネット型（バドミントン ～ラリーを続けてゲームを楽しもう～） 

単元の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次の運動について，勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，基本的な技能や仲間

と連携した動きでゲームが展開できるようにする。 

 ・ネット型では，ボールや用具の操作と定位置に戻るなどの動きによって空

いた場所をめぐる攻防を展開すること。             ［技能］ 

 

 球技に積極的に取り組むとともに，フェアなプレイを守ろうとすること，分

担した役割を果たそうとすること，作戦などについての話合いに参加しようと

することなどや，健康・安全に気を配ることができるようにする。 ［態度］ 

 

 球技の特性や成り立ち，技術の名称や行い方，関連して高まる体力などを理

解し，課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにする。     

                         ［知識，思考・判断］ 

単元の評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 バドミントンの楽しさや喜びを味わうことができるよう，フェアなプレイを

守ろうとすること，分担した役割を果たそうとすること，作戦などについての

話合いに参加しようとすることなどや，健康・安全に留意して，学習に積極的

に取り組もうとしている。         ［運動への関心・意欲・態度］ 

 

 バドミントンを豊かに実践するための学習課題に応じた運動の取り組み方を

工夫している。                ［運動についての思考・判断］ 

 

 バドミントンの特性に応じて，ゲームを展開するための基本的な技能や仲間

と連携した動きを身に付けている。            ［運動の技能］

  

 バドミントンの特性や成り立ち，技術の名称や行い方，関連して高まる体力

，試合の行い方を理解している。      ［運動についての知識・理解］ 
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〇単元の主な流れ（１２時間） 

時間 学習活動 主な評価規準・評価方法 

第１時 

 

 

 

 

       

 

〇オリエンテーション，グルーピング 

 バドミントンの特性や成り立ち

について学習カードに具体例を挙

げている。      （知識・理解） 

・学習カード 

第２時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○アンダーハンドストローク，サイドアームストロー

クの打ち方と使う場面について理解する。 

○ラケットの握り方を理解する。（フォアハンド，バックハンド） 

○ストロークの練習をする。 

○ネット設置や安全に練習する心構えについて理解する｡ 

アンダーハンドストロークやサ

イドアームストロークで味方が打

ち返しやすい所にシャトルを打つ

ことができる。        （技能） 

ネットの設置状況や練習場所な

ど自他の安全に気を付けている。 

          （関心・意欲・態度） 

・授業観察，学習カード 

第３時 

 

 

 

 

 

 

 

 

○オーバーヘッドストロークの打ち方と使う場面につ

 いて理解する。 

○ストロークの練習をする。 

 テイクバックをとって，肩より

高い位置からシャトルを打ち込む

ことができる。        （技能） 

 安全上の留意点を練習場所に当て

はめようとしている｡（思考・判断） 

・授業観察，学習カード 

第４時 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

○ストロークの練習をする。 

○サービスの打ち方やルールについて理解する。 

○サービスの練習をする。 

○学習したストロークやサービスの打ち方をまとめる｡ 

正しい打ち方で相手コートにサ

ービスを入れることができる。 

          （技能） 

 ストロークやサービスの打ち方

について学習カードにまとめてい

る。      （知識・理解） 

・授業観察，学習カード 

第５時 

 

 

 

 

 

 

 

 

○技能練習をする。（ストローク，サービス） 

○構え方，シャトルに正対する必要性を理解する。 

○シングルスのゲームをする。（ラリーを続ける） 

 シャトルを打ったり受けたりした

後，シャトルに正対することができ

る。                     （技能） 

 ルールやマナーを守り，仲間と声を

かけ合っている｡（関心・意欲・態度） 

・授業観察，学習カード 

第６時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○定位置に戻る意義と，基本的なフットワークについ

て理解する。 

○フットワークの練習をする。 

○シングルスのゲームをする。 

 プレイ開始時やラリー中に定位

置に戻ることができる。（技能） 

 相手の動きに合わせた位置取り

のポイントを見付けている。 

        （思考・判断） 

・授業観察，学習カード 

 

学習のねらい 
 バドミントンの特性や成り立ちについて理解す
る。 

学習のねらい 
 アンダーハンドストロークとサイドアームスト
ロークの打ち方が身に付けられるようにする。 

学習のねらい 
 オーバーヘッドストロークの打ち方が身に付け
られるようにする。 

学習のねらい 
 サービスの打ち方やルールを理解し，正しい打ち方で相
手コートにサービスを入れることができるようにする。 

学習のねらい 
 打球に備えた構えで，シャトルに正対すること
ができるようにする。 

学習のねらい 
 ゲームの中で定位置に戻ることができるように
する。 
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第７時 

(本 時) 

 

 

 

 

 

 

○技能練習をする。（ストローク，サービス） 

○フォームをチェックしながら練習する。 

○シングルスのゲームをする。 

  半身に構えてから体重移動と腰の

回転を利用してオーバーヘッドスト

ロークで，シャトルを遠くに飛ばす

ことができる。          （技能） 

・授業観察，学習カード 

第８時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○技能練習をする。（ストローク，サービス） 

○ダブルスのゲームのルール，審判等の仕方を理解する

。 

○ダブルスのゲームをする。 

 ゲームの中で相手側コートの空

いている場所にシャトルを打ち返

すことができる。      （技能） 

・球出しやシャトル拾いなど，仲

間の練習を援助している。 

（関心・意欲・態度） 

・授業観察，学習カード   

第９時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○技能練習をする。（ストローク，サービス） 

○ダブルスのゲーム①をする。 

○自分やペアの課題について話し合う。 

○ダブルスのゲーム②をする。 

 ラリーを続けられるようにする

ための自分やペアの課題を見付け

ている。        （思考・判断） 

・授業観察，学習カード 

第１０時 

 

 

 

 

 

 

 

 

○自分やペアの課題に応じた練習方法を選ぶ。 

○選んだ方法で技能練習をする。 

○ダブルスのゲームをする。 

 提供された練習方法から，自分

やペアの課題に応じた練習方法を

選んでいる。  （思考・判断）

・授業観察，学習カード 

 

第１１時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○自分やペアの課題に応じた練習方法を選ぶ。 

○選んだ方法で技能練習をする。 

○ダブルスのゲームをする。 

 

・相手の動きに合わせた位置取り

のポイントを見付けている。 

        （思考・判断） 

・審判や記録など，分担した役割

を果たしている。 

（関心・意欲・態度） 

・授業観察，学習カード 

第１２時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○技能練習をする。（ストローク，サービス） 

○ダブルスのゲーム 

○単元のまとめをする。 

 

・勝敗を競う楽しさや喜びを味わ

いながら積極的に活動している。

          （関心・意欲・態度） 

 バドミントンに取り組むことで

高まる体力について学習カードに

まとめている。  （知識・理解） 

・授業観察，学習カード 

 

 

 

 

 

学習のねらい 
 オーバーヘッドストロークでシャトルを遠くに
飛ばすことができるようにする。 

学習のねらい 
 相手側のコートの空いた場所にシャトルを打ち
返すことができるようにする。 

学習のねらい 
 ラリーを続けられるようにするために，自分や
ペアの課題を見付けることができるようにする。 

学習のねらい 
 自分やペアの課題に応じた練習方法を選ぶこと
ができるようにする① 

学習のねらい 
 自分やペアの課題に応じた練習方法を選ぶこと
ができるようにする② 
 

学習のねらい 
 勝敗を競う楽しさを味わいながら積極的に練習
や試合に取り組めるようにする。 
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第６時の展開（前時） 

授 

業 

展 

開 

 

時 

間 

 

学習活動 

◎主な発問  

 

 

指導上の留意点 

●クラス全員の深い学びを実現するた

めの働きかけ 

 

活用する 

ICT機器等 

 

 

つ 

か 

む 

 

 

 

 

 

 

3 

 

6 

 

 

2 

 

 

 

➀整列，あいさつをする。 

 

②補強運動に取り組む。 

(３分間走，ストレッチ，筋トレ) 

 

③本時のめあてを知る。 

 

 

 

 

 

○けがの防止と体力向上のためにしっ

 かりと取り組むことを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

深 

め 

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

5 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

16 

 

 

 

 

 

 

 

 

④定位置に戻る意義と，基本的な

フットワークについて理解する。 

◎ラリーを続けるためには打っ

 た後にどんな動き方をすれば

 よいでしょう。 

 

⑤フットワークの練習をする。 

              （全体・ペア） 

 

⑥タブレットで撮影し，ラリー

の中で定位置に戻る動きがで

きているかをチェックする。 

        （グループ） 

  

 

 

 

⑦シングルスのゲームを行う。 

                  （ペア） 

 

 

 

 

 

 

○定位置に戻る必要性を理解し，動き

 方をイメージできるように上級者の

 試合を動画で見せる。 

 

 

 

○足の運び方を身に付けられるよう 

 に，全体での確認後，ペアで見合う

 ようにする。 

●見る視点は，「打った後定位置に戻

る動きができているか」であること

を確 認する。また，グループでの

話合いを全員で共有する場を設定す

る。 

○時間を効率よく使い，学び合いがし

 やすいように，「撮影する時間」と

「見る時間」を区切って設定する。 

 

○めあてを意識しながらゲームができ

 るように打った後，定位置に戻る動

 きができている生徒を賞揚する。 

 

 

 

 

 

ノートＰＣ 

「活用①」教師 

 

 

 

 

 

 

 

タブレット 

「活用②」生徒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ま 

 と 

 め 

 る  

3 

 

 

 

⑧本時の学習をまとめ，振り返

りをする。 

 

 

○めあてに対して本時の学習を振り返

 ることができるように，分かったこ

 とやできたこと，次時に取り組みた

 いことなどをシートに書かせる。 

 

 

 

 

学習のめあて  ラリーを続けるために，ゲームの中でシャトルを       

打ったらすぐに定位置に戻れるようになろう。 

 ゲームの中でシャトルを打った

後，すぐに定位置に戻っている。           

（観察） 
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第７時の展開（本時） 

授 

業 

展 

開 

 

時 

間 

 

学習活動 

◎主な発問 

 

 

指導上の留意点 

●クラス全員の深い学びを実現するた

めの働きかけ 

 

活用する 

ICT機器等 

 

 
つ 
か 
む 

 

 
 

 

 
 

3 
 
6 

 

 
2 

 

 
 

➀整列，あいさつをする。 
 
②補強運動に取り組む。 
(３分間走，ストレッチ，筋トレ) 
 
③本時のめあてを知る。 

 

     
 

 
 

○けがの防止と体力向上のためにしっ

 かりと取り組むことを確認する。 
 
 

                          強く 

 
 

 
 
 

 

 
 

 

 
 

深 

め 

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

13 

 

 

 

 

 

 

 

④オーバーヘッドストロークで強

 く打つためのポイントを知る。 

◎シャトルを強く打つには，体

 をどのように使えばよいでし

 ょうか。 

 

⑤タブレットで撮影し，フォー

 ムをチェックする。（グルー

 プ） 

     

 

 

 

 

 

⑥ オーバーヘッドストローク

 の練習をする。（ペア） 

 

 

⑦シングルスのゲームをする。 

 

 

 

 

 

 

 

○意欲を高めるために，本時で高まりを

ねらう技能がスマッシュやクリアーの

技能向上に直結することを伝える。 

○上級者のストロークを見せ，既習事項を

生かしながらポイントをまとめていく。 

 

●見る視点は，「強く打つためのポイ

ントができているか」であることを

確認する。また，グループでの話合

いを全員で共有する場を設定する。 

○テイクバック時に半身になっている

 かをチェックしやすくするために，

 一時停止して上級者とのフォーム比

 較をさせる。 

 

○つまずいている生徒には，タブレッ

 トでフォームを見せ，ポイントを意

 識しながら練習するように促す。 

 

○めあてを意識しながらゲームができ

 るように，ポイントを意識して打っ

 ている生徒や飛距離を伸ばすことが

 できた生徒を称揚する。 

 

 

 

 

タブレット 

「活用①」教師 

 

 

 

 

タブレット 

「活用②」生徒 

 

 

 

 

 

 

 

タブレット 

「活用③」教師 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

ま 

と 

め 

る 

3 

 

 

 

⑧本時の学習を振り返る。 

 

 

 

○本時の変容を確認することができる

 ように，めあてに対して振り返るよ

 うにさせる。 

 

 

 

 

学習のめあて 半身になってからオーバーヘッドストロークで強く       

打ち，シャトルの飛距離を伸ばそう。 

 半身に構えてからオーバーヘッド

ストロークで，シャトルを遠くに飛ば

すことができる。（観察） 
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〇本展開における主体的・対話的で深い学びのための ICT 活用 

教科の見方・考え方 

 オーバーヘッドストロークでシャトルを遠くに飛ばせるようになるために，自分や仲間のフォー

ムを客観的に見て改善させていくこと。 

活用② 

育成を目指す資質・能力 

見る｢視点｣を基にして体の適切な使い方を見付け，感じたことを相手に分かりやすく伝える能力。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「深い学び」の視点 「主体的な学び」の視点 

 本時のめあてが達成される

とどのように技能が伸びるか

を動画を見せることでイメー

ジさせ，意欲を高める。  

 

「対話的な学び」の視点 

 ３人グループで活動する。

フォームをチェックする際，

自分や仲間のフォームを話合

いの中で見る「視点」を基に

チェックしていけるようにす

る。 

 

 

＜教科の見方・考え方を生かした主体的・対話的で深い学びに

向かう課題（問い）や教材，発問の工夫＞ 

課題（問い）の工夫 

上級者のフォームを見せることにより，本時のねらいに迫る

ポイントを見つけられるようにする。また，生徒の発言を生か

しながら本時のめあてを設定していくようにする。 

 

教材の工夫（活動のための材料等の工夫） 

オーバーヘッドストロークで強くシャトルを打つには，半身

になり，体重移動を使って打つ必要がある。半身になってから

打っているかどうかは，生徒同士でもチェックしやすいことで

あるので，話合いの中で高め合っていけると考えている。 

 

＜ICT活用の考え方～「見方・考え方」に着目したICT活用の工夫＞ 

オーバーヘッドストロークのフォームをタブレットで撮影し，動画でチェックする。その際

，自分や仲間のフォームを客観的に見て改善していくといった見方・考え方を育むために，ま

ず焦点化を図る。「見る視点」を明確にして，互いに見たり話し合ったりすることで改善につ

なげていく。次に，上級者のフォームと比較して改善点を見付けられるよう，２分割した画面

に自分と上級者の動きを同時に見られるように工夫していく。このように，焦点化して活用さ

せることで技能向上に効果があると考え，ＩＣＴを活用していく。 

ICTの具体的な活

用の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒：･本時のねらいに迫るためにポイントを見る｢視点｣として理解する｡

    ･ストロークのフォームを動画ソフト「サイバー巧知」で撮影する｡

    ･動画を見ながら「視点」を基にフォームをチェックし合い,よかっ

         た点や改善すべき点を話し合う。 

授業者：オーバーヘッドストロークでシャトルを強く打つためのポイント（

半身になってから打つこと）を，上級者のフォームの動画を見せることでつ

かませる。そのことを焦点化させるために見る「視点」として提示する。そ

の後，自分のフォームを撮影してチェックする活動に入らせる。 

＜ポイントとなる発問＞ 

 「シャトルを強く打つには，体をどのように使えばよいでしょうか。」 

活用するICT 

 

生 徒：タブレット 

授業者：タブレット，電子黒板 
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本ICT活用にお

ける児童生徒

の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒全体の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 ３人グループで役割分担（被撮影者，撮影者，補助者）し，

協力しながら活動していた。「見る視点」を基に自分のフォー

ムをチェックしたり，仲間からの助言をもらったりすることで

，できている点や改善すべき点を見付けることができていた。

そして「半身になっていないこと」を自覚し，練習の中で改善

することができている生徒が多かった。ただ，ゲームの中では

，プレイすることに夢中になってしまい，めあてを意識せずに

ラリーを続けていた生徒が多かった。 

特定の児童生徒の 

具体的な発言の内容

や行動等 

 

 

 

 

 フォームをチェックをした際，「半身になっていないこと」

を自覚した。その後の技能練習で半身になってから打つことを

強く意識して練習していた。シャトルが遠くまで飛ぶようにな

ったことが実感され，技能向上の満足感を味わうことができた

。ゲームの中でも半身になってからクリアやスマッシュを打て

るようになっていた。本時の学習を通して大きく変容したと言

える。 

本ICT活用によって 

授業者が分析・解釈したこと 

 

 

 

 

 

 技能向上のためには，自分の体をどのように動かしているか

を理解することも大切なことである。タブレットで自分のフォ

ームを見ることによって，改善すべき点が視覚的に理解しやす

くなる。周囲からのアドバイスと合わせることで，効果が大き

いと改めて感じた。また，タブレットでフォームを繰り返し再

生したり，コマ送りでチェックしたりすることができるので，

グループでの学び合いの際にも大きな手助けとなっていた。 

 

 

 

〇本展開における ICT 活用についての授業者による評価 

児童生徒の変容，またどのような力 

が育成されたといえるか 

 

 

 

 

 

 自分のフォームを動画で見ることによって改善させる

べきことをしっかりと把握することができるようになっ

た。練習でも意識して取り組むようになったので，技能

が向上してきた。 

 学び合いの一助としてタブレットを使用したが，「見

る視点」を基に活動したことによって，焦点化して見た

り，話し合ったりすることができるようになってきた。 

本単元の指導計画・指導案における 

ICT活用についての総括的な評価 

 

 

 

 

 

 保健体育科におけるＩＣＴ機器活用の大きな意義は，

「自分の動きを客観的に見ることができる」という点で

あると改めて実感した。自分の動きを映像で見ながら仲

間からアドバイスをもらうことで技能向上の大きな手助

けとなっていた。また，動きを共有しながら話合いがで

きるので，学び合いの質を高める上でも効果的だと感じ

た。 
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単元の指導計画・指導案（ICT 活用事業） 

学校名 八峰町立八峰中学校 担当教員 山本  正 

 

学 年 １年生 教科等 外国語 

単元名等 Unit 7  ブラジルから来たサッカーコーチ 

単元の目標 いろいろな疑問詞を含む文を用いたコミュニケーション活動や身近な人物を

紹介する活動に積極的に取り組んでいる。 

［コミュニケーションへの関心・意欲・態度］ 

 

 身近な人物について，これまで学習した文を適切に用いて質問したり，質問

に対して答えたりすることができる。        ［外国語表現の能力］ 

 

 教科書本文の，海外に住む家族についての対話文を読み，登場人物やその人

の住む国について，理解することができる。      ［外国語理解の能力］ 

 

 who / what time / which などの疑問詞を含む文とその応答の文の，形・意

味・用法について理解している。      [言語や文化についての知識・理解] 

単元の評価規準 いろいろな疑問詞を含む文を用いたコミュニケーション活動に積極的に取り

組んでいる。         [コミュニケーションへの関心・意欲・態度] 

 

 身近な人物について，who などの疑問詞を用いた文で質問したり，その質問に

対して適切に応答したりしている。          ［外国語表現の能力］ 

 

 対話文を読み，サッカーコーチのパウロの家族や故郷ブラジルについて，Ｔ-

Ｆや Q & A などを通して，理解している。       [外国語理解の能力] 

 

 疑問詞を含む文とその応答について，語順などに気をつけながら，正しく話

したり，書いたりしている。      [言語や文化についての知識・理解] 

 

〇単元の主な流れ（８時間） 

時間 学習活動 主な評価規準・評価方法 

第１時  
 
 
 
〇who を用いたインフォメーションギャップのインタ
ビュー活動を行う。 

 モデル文を参考にし，who を用
いて質問したり，それに対して正
しく答えている。 
・生徒の発表の観察 
・生徒のワークシートの点検 

第２時  
 
 
 
○対話文の発音練習や役割練習を行う。 
○対話文に関する T-F や Q & A の演習を行う。 

対話文の中で，話題になってい
る写真の少女がだれかを問題演
習を通して，理解することができ
る。 
・生徒の発表の観察 
・生徒のワークシートの点検 

学習のねらい 
 who を用いて質問したり，だれであるかを説明
したりできる。 

学習のねらい 
 対話文から，写真の少女がだれか読み取ること
ができる。 
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第３時  
 
 
 
 
〇what timeを用いたインフォメーションギャップのイ
ンタビュー活動を行う。 
 
 

 モデル文を参考にし，what 
time を用いて質問したり，それ
に対して正しく答えたりしてい
る。 
・生徒の発表の観察 
・生徒のワークシートの点検 

 

第４時  
 
 
 
○対話文の発音練習や役割練習を行う。 
○対話文に関する T-F や Q & A の演習を行う。 
○時差や季節の違いについて，わかることを発表する。 
 
 

対話文の中で，話題になってい
る時差や季節の違いに関する内
容を理解することができる。 
・生徒の発表の観察 
・生徒のワークシートの点検 

第５時  
 
 
 
○対話文の発音練習や役割練習を行う。 
○対話文に関する T-F や Q & A の演習を行う。 
 
 

ブラジルでは何語を話すのか，
パウロや彼の家族は何語を話す
のか，対話文から理解することが
できる。 
・生徒の発表の観察 
・生徒のワークシートの点検 

第６時 

(本時) 

 
 
 
 
〇「what +名詞」を用いた作文活動を行う。 
 
 

 モデル文を参考にし，「what +
名詞」を含む文を正しく書いてい
る。 
・生徒の発表の観察 
・生徒のワークシートの点検 

第７時  
 
 
 
〇which を用いてインフォメーションギャップのイン
タビュー活動を行う。 
○which を用いた作文活動を行う。 
 
 

 モデル文を参考にし，which を
用いて質問したり，それに対して
正しく答えたりしている。 
・生徒の発表の観察 
・生徒のワークシートの点検 

第８時  
 
 
 
○単元で学習した表現を用いて，家族や友達の写真を話
題に，どんな人なのかなどについて，やりとりする。 

メモをもとに，写真を見せなが
ら，人物を紹介している。また，
紹介の後で，適切に質問したり答
えたりしている。 
・生徒の発表の観察 
 

 

 

 

 

学習のねらい 
 時差や季節の違いにも気付きながら，対話の内
容を読み取ることができる。 

学習のねらい 
 「what +名詞」で始まる疑問文の形・意味・用
法を理解することができる。 

学習のねらい 
 対話文から，パウロとマリアが家で使う言語は
何か読み取ることができる。 

学習のねらい 
 which を用いて２つのうちどちらを～するか，
たずねたり，その質問に答えたりできる。 

学習のねらい 
 身近な人物の写真について，どんな人物かやり
とりできる。 

学習のねらい 
 「what time」 で始まる文で時刻をたずねたり，
それに答えたりできる。 



- 36 - 

 

第５時の展開(前時) 

授
業
展
開 

時
間 

学習活動 

◎主な発問 

指導上の留意点 

●クラス全員の深い学びを実現する

ための働きかけ 

活用する 

ICT 機器等 

つ
か
む 

3 

 

4 

 

 

 

 

 

  

１ 前時の対話文の復習をす

る。 

 

２ 教師の対話を聞き，本時の

学習の見通しをもつ。 

◎「パウロとマリアは何語を話

しますか。家では何語を話しま

すか。」 

 

 

○前時の内容を振り返り，簡単な Q & 

Aで，今日の対話文に入りやすくする。 

 

 

 

 

 

電子黒板 

デジタル教科書 

「活用①」教師 

 

深
め
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

ま
と
め
る5 

8 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

 

 

３ 新出語句や対話文の音読

をする。 

 

 

４ 対話文に関するＴ-Ｆや Q 

& A に答える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ パウロとマリアについて，

他に分かったことがないか，

話し合う。 

◎「何か他に彼らについて分か

ったことはないですか。」 

 

○反復練習が効率よく進むように，デ

ジタル教科書のフラッシュ機能やリ

ピート機能を用いる。 

 

○複数の教師が助言する生徒を決め

ておいて，個に指導が行き届くように

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●対話文の内容をさらに深く理解す

るために，パウロとマリアについて，

他に分かったことがないか生徒に問

いかけ，「つなぐ発表」で多くの人の

意見を聞く機会をもつ。 

 

電子黒板 

デジタル教科書

「活用②」教師 

ま
と
め
る 

 

10 

 

 

 

 

６ 振り返りシートに本時の

学びを記入し，全体で共有す

る。 

 

○発表者以外でもいくつか，書画カメ

ラで紹介し，本時の学びを深める。 

電子黒板 

書画カメラ 

「活用③」教師 

話す言語について書かれている

場所にアンダーラインし，日本語

になおすことができている。 

（授業観察・ワークシート） 

学習課題  パウロとマリアが家で話すのは，何語だろうか。 
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第６時の展開(本時) 

授
業
展
開 

時
間 

学習活動 

◎主な発問 

指導上の留意点 

●クラス全員の深い学びを実現する

ための働きかけ 

活用する 

ICT 機器等 

つ
か
む 

3 

 

 

5 

 

 

 

 

 

  

１ 小学校で学習したチャン

ツを行い，既習事項を思い出

す。 

２ 教師の対話を聞き，本時の

学習の見通しをもつ。 

◎「２人の対話から，どんな英

語が話されていただろうか。」 

 

 

○小学校の内容が本時につながって

いる安心感をもたせる。 

 

 

 

 

 

電子黒板 

デジタル教科書 

「活用①」教師 

 

深
め
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

ま
と
め
る5 

5 

 

 

 

7 

 

 

 

 

 

 

15 

 

 

 

5 

 

 

 

 

３ パターンプラクティスを

行い，疑問文とその答えの文

を言う練習をする。 

 

４ 「１Ａの友達のことをもっ

と知ろう」というテーマで，

きいてみたい質問を書く。 

 

◎１Ａの友達にきいてみたい

What ～?の文は何ですか。 

 

５ できた質問をもとに，クイ

ズを行う。クイズの答えをペ

アで相談してノートＰＣに

書く。 

６ 振り返りシートに本時の

学びを記入し，全体で共有す

る。 

◎「何のスポーツをします

か？」などとたずねたいとき

は，どのように質問しますか。 

○「what +名詞」の疑問文では，使う

動詞を変えることで表現に幅が出る

ことに気付くように，練習する英文を

用意する。 

○複数の教師が助言する生徒を決め

ておいて，個に指導が行き届くように

する。 

 

 

 

 

○クイズの答えを支援ソフトで集約

し，コミュニケーション活動につなげ

る。 

 

●質問する内容の幅を広げたり，実生

活で使ってみようという意欲をもた

せるために「つなぐ発表」で多くの人

の意見を聞く機会をもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子黒板 

ノートＰＣ 

（発表支援ソフト） 

「活用②」生徒 

 

ま
と
め
る 

 10 ７ 補充として，本時の基本文

に関する問題演習などを行

う。 

○ペアの一方はタブレットで，他方

は，プリント学習で本時の文を定着さ

せる。時間で交代する。 

 

ノートＰＣ 

（クラウドコンピュー

ティングの問題演習） 

「活用③」生徒 

「What＋名詞」の語順に注意し

てたずねる文を書いている。 

（授業観察・ワークシート） 

学習課題  「何のスポーツをしますか？」とたずねたいときは，

どう言いますか。 
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〇本展開における主体的・対話的で深い学びのための ICT 活用 

教科の見方・考え方 

 「What＋名詞」で始まる疑問文を身に付けるためには，what のすぐ後に名詞がくることをしっかり

とおさえなければならない。実際にきいてみたい質問を考えながら，what の後にいろいろな語句を置

いて文をつくる。それを実際のコミュニケーション活動で確認して，最後に「名詞」というくくりで

定着させたい。ICT 活用は，コミュニケーション活動が活発になることを意識したい。 

活用⑤ 

育成を目指す資質・能力 

「what +名詞」で始まる疑問文とその応答の文の，形・意味・用法について理解し，正しく書いた

り話したりする能力。 

 「深い学び」の視点 「主体的な学び」の視点 

 

「対話的な学び」の視点 

 

 ペアで考えて，ノートＰＣ

に記入することで，全員が活

動に取り組めるようにする。

また，ノートＰＣ上に記入し

た考えを，全体で共有し，生徒

同士が対話をする場面をつく

ることにより，互いの考えの

違いに気付くことができる。 

＜教科の見方・考え方を生かした主体的・対話的で深い学びに

向かう課題（問い）や教材，発問の工夫＞ 

課題（問い）の工夫 

 「What＋名詞」の疑問文をつくることを本時の課題にし，そ

の答えを考える場面で，ICT 機器を活用した。単調になりがち

な作文活動に興味をもたせるために，クラスのだれかについて

質問を考えさせ，それを実際にクイズ形式で答えることによ

り，言語の使用感がもてると考えたからである。 

クイズ形式ではあるものの，しっかりと構文を定着させるた

めに，生徒が考えた文を板書したり，反復練習させることで本

時の文法定着につなげたい。 

教材の工夫（活動のための材料等の工夫） 

作文する上で必要になる基本文は，語句をかえると使えるこ

とがわかるように，黒板にいくつか提示し，生徒が必要なとき

に見られるよう，残しておく。 

反復練習の場面では，パワーポイントを作成し，テンポよく

提示していく。電子黒板でどんどん流していくが，必要なとき

に戻れるようワークシートも配付する。 

＜ICT 活用の考え方～「見方・考え方」に着目した ICT 活用の工夫＞ 

本時の展開では，生徒が考えた「what＋名詞」で始まる疑問文に対して，クイズ形式でノー

トＰＣに書き，それを発表支援ソフトで集約する方法を用いた。これによりクイズの答えが一

度に見られることで，質問に対するそれぞれの考え方が共有でき，やりとりにおもしろさを加

えることができる。クイズ形式で実際につかってみることで文法定着がねらいの本時が，コミ

ュニケーション活動の要素を含み，実際の使用感が深まるし，それが生徒の文をつくる活動へ

の関心が高めると考える。 

また，ふりかえりの時間では，本時のメインの活動で用いた英文をしっかりと書き取ったり，

ふりかえりシートに自分の言葉で文の構造をまとめることで，課題に対しての学びがなされる

と思う。その後クラウド型の問題演習でしっかりと定着させたい。 

ICT の具体的な

活用の流れ 
生徒：「１Ａの友達のことをもっと知ろう」というテーマで，きいてみたい質

問をワークシートにまとめる。全員が文を作成した段階で，代表の生徒がし

た質問に対して，答えの予想をタブレットＰＣに記入する。タブレットＰＣ

に記入したものを，発表支援ソフトを用いて電子黒板に示し，答えの発表の

補助にしたり，全体の答えの傾向を確認したりするのに用いる。 

授業者：生徒がきいてみたい英文をつくる場面では，教室を巡回し，正しい

英文が書けているか，実際きいてみたい質問は何かを個別に点検する。全員

ができたところで，質問する生徒を募り，全体に質問してもらう。その質問

に対して，挙手による答えの確認のほか，発表支援ソフトで集約した答えを

全員で確認する。What～?の質問と答えであることをつなげるために，発音練
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習も行う。 

＜ポイントとなる発問＞ 

「１Ａのだれかにきいてみたい What ～?の文に対する答えをペアで相談

してタブレットに書いてみましょう。」 

活用する ICT 生徒：ノートＰＣ，発表支援ソフト，電子黒板 

授業者：電子黒板 

 

本 ICT 活用

における児

童生徒の様

子 

児童生徒全

体の様子 

 生徒たちは，普段からノートＰＣにキーワードを書き込み，まとめた

り発表したりしており，比較的スムーズに授業を進めることができた。

ノートＰＣに記入した考えを全体で共有することで，他の生徒も自分と

同じ考えであることが分かり，自信をもって説明することができる生徒

が多く見られた。テンポよくＱ＆Ａを行い，作成した質問とその答えの

パターンも定着しやすく，対話的な学びを進めることができた。 

特定の児童

生徒の具体

的な発言の

内容や行動

等 

 発表で説明することが苦手な生徒も，ペアで相談してタブレットＰＣ

に説明を記入することで，答えを推測してそれを他の生徒に伝えること

ができた。 

 振り返りでは，「what で始まる文で友だちにたずねてみたいことを英

語にすることができた」や「友だちの考えた質問に対して，自分の予想

があたっていてよかった」，「what で始まる文の作り方がわかった」の記

述があり，本時のねらいが概ね達成できた。 

本 ICT 活用によって授業

者が分析・解釈したこと 

 ICT 機器を使うことで生徒同士が話し合ったり，考えを練り合ったり

するよいきっかけになったと思う。生徒同士が対話をしながら学習する

ことで，より多くの気付きにつながっていた。また，クイズ形式で解答

することにより，意欲的に活動する生徒が多くなった。 

 ICT 機器の活用が教師中心でなく，生徒主体で使用できるようにして

いくことで，生徒がコミュニケーション活動や発表をしやすくなり，学

習課題の解決に向けて生徒主体になっていくと思う。 

〇本展開における ICT 活用についての授業者による評価 

児童生徒の変容、またどの

ような力が育成されたと

いえるか 

 コミュニケーション活動を活発にするために，ノートＰＣやその他の

ＩＣＴ機器を活用した。全員の考えを一斉に見合い，全員の答えを紹介

することで，全員が授業に参加する機会をもつ必要性をもたせるととも

に，積極的に自分の意見を話そうとする意欲付けにつながったと感じる。 

 友達のすることや好きなことを推測し，自分がたずねたいことを文に

することができていた。クイズ形式で正解を出し合うことで，興味をも

って活動に取り組めたと思う。 

本単元の指導計画・指導案

における ICT 活用につい

ての総括的な評価 

 本単元では，文型や内容理解で，デジタル教科書を活用した。デジタ

ル教科書のさまざまな機能を用いて，時間短縮や効率的な文法理解の授

業がなされた。 

 コミュニケーション活動においては，発表支援ソフトを活用すること

で，生徒が積極的に自分の意見を話したり，他の人の考えを引き出した

りするのに有効であった。また，一度に全員の意見を閲覧する利点から，

授業にめりはりをつけることができた。 

 文法定着の授業の最後には，クラウドコンピューティングの問題演習

をできるかぎり行い，定着を深めるとともに，はっきりとわかったかど

うか，生徒が主体的に振り返る場面とした。 

ICT 機器は活用の仕方によって，さまざまな効果があり，やり方を少

しかえるだけで，生徒の関心や意欲を引き出すツールになると考える。

ねらいを達成するために，試行錯誤しながら日常的にＩＣＴ機器を利用

していくことが大切だと思う。 
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○成果報告会 発表資料（2018/03/13 文部科学省講堂） 
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○成果報告会 発表原稿（一部抜粋）        ※左枠の数字はスライドの番号 
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【前略】 

本校は，今までＩＣＴ教育に関連して 2011 年から様々な取組を行ってきて

います。そして，今回次世代の教育情報化推進事業に取り組みました。この中

で数学や理科，英語、保体と様々な教科において実践を重ねました。その中で

私が行った国語での実践を基に話を進めていきたいと思います。 

教科としての見方・考え方は次の通りです。 

これを踏まえて，国語科においては，ＩＣＴの効果的な活用の場として，書

く活動が最適であると考えて授業を構築しました。 

文書作成ソフトを活用して意見文を作成するメリットについては，大きな

ものとして２つあります。１つ目は，データとして保存や管理ができることで

す。意見文を作成する過程の状態も記録として残すことで，前時よりもより分

かりやすくなったり，説得力の高まりを意識させたりすることができ，意欲の

持続につながります。２つ目は，校正作業が容易にできることです。誤字脱字

の手直しもですが，意見文のように，形式の決まっている文章を作成する場合

には，構成の形式に沿って段落を入れ替えることが手軽にできるので，効率的

に推敲できます。そして，こうしたＩＣＴ機器を使って文書を作成すること

は，書類やレポートの作成など，生徒が高校，大学，そして社会人となった際

に必要な能力であり，これから将来にわたって生かされる知識となります。  

本単元において，学習内容を定着させるためにＩＣＴ活用の工夫として３

つのことを取り入れました。１つ目は，意見文作成の過程を１時間毎のスモー

ルステップにすることです。まずは自分なりの意見文を書き，意見文の構成を

学習しながら，自身の意見文にある構成要素を確認します。構成の形式に沿っ

て文章の順番を入れ替えます。もし不足している要素があった場合は加筆整

えます。最後に誤字脱字・文末表現等を整え，レイアウトを原稿用紙設定にし

て完成するというように進めました。２つ目は，意見文の要素を色分けするこ

とです。つまり，根拠や意見，反論等の要素毎に文字の色を変えるという方法

をとりました。３つ目は，授業後に前時の意見文と比較する場を設けました。 

この３つの活動の中で，②と③の際には，生徒同士がお互いに確認し合うなど

ペアやグループで学び合うような形態で活動するようにしました。これによ

り，生徒たちは文書を分析する力を高め，文章構成を意識することができまし

た。また，１時間ごとに確実に意見文が仕上がっていくことが，次の学習への

意欲付にもなったようです。 

これが１時の意見文です。課題は「日本にとって，より良い発電方法は何

か」とし，様々な発電方法の中で，これからの日本にとってより有効な発電方

法を１つ選び，自分なりに意見文を書くという展開です。この生徒は，風力発

電を選択し意見文を書きました。 

これが２時の意見文です。意見文の文章構成について学び，双括型の形式に

整える時間です。文章を課題や意見，根拠といった構成要素に色分けして分析



- 52 - 

 

 

14 

 

15 

 

 

 

16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17 

 

 

 

 

 

21 

したり，形式に沿って文を入れ替えたりしました。 

これが３時の意見文です。実際に自分の意見文に反論を取り入れてみて効果

を実感するような展開をとりました。 

これが，４時から５時の意見文です。誤字脱字を確認し，題名をつけて実際

は原稿用紙設定にして印刷し完成としました。そして最後６時として，この学

習全体を通して，意見文を書く際のポイントや気をつけること，気づいたこと

などを話し合いまとめました。 

本単元のようなＩＣＴを活用した書く授業を円滑に行うために，事前に準

備したことや実際授業をしてみて気づいたことを紹介します。１つ目は，サー

バー上に生徒の個人フォルダを準備しておくことです。作成した文書の記録・

管理がしやすくなります。２つ目は，タイピング練習用のフリーソフトを調べ

ておいて使えるよう準備しておくことです。授業の前の休み時間などに少し

触れさせる程度でもタイピング速度が上がります。３つ目は，文書の保存や管

理の仕方についておさえることです。授業によっては，一度保存して，上書き

保存の繰り返しでも良い場合がありますが，今回の授業では，以前の状態と比

較することが学習の重要な要素となっているので，「意見文１」「意見文２」と

いうように１時間ごとに名前を変えて保存させました。そして４つ目は，文書

入力のリカバリの仕方をおさえることです。実は生徒が意外にてこずってい

たのがこの部分でした。ローマ字入力で文書を打っていて，何かの拍子に半角

になったり，入力できない状態になったりした時に再び文書を打てる状態に

戻す方法を知識として身につけておくことは重要です。 

主体的・対話的深い学びのために取り入れた手立てについて紹介します。ま

ずは、主体的学びについてです。活動の必然性によって主体的意欲が高まって

いくものなので、設定するテーマの工夫、スモールステップによる学習、そし

て、作成した文章の比較の３つを取り入れました。また対話的深い学びのため

には、気付きや比較により理解が深まると考え、情報交換や意見交流の場や確

認や評価をし合う場を設定しました。 

今後さらに取り組んで行くべきこととして，３つのことを設定しました。 

１つ目は，ブラインドタッチ能力の向上です。タイピングの速度は十分早く

なったが，自己流の打ち方の生徒が多く見られる。やはり基本的な指の動きを

定着させたいものです。２つ目は，情報判断能力と情報モラルの徹底です。ネ

ットを有効に活用するためにも，情報の信ぴょう性を正しく判断する方法を

理解し，ネット上に溢れる雑多な情報を正しく取捨選択する力を高める必要

があります。また，著作権等に関して理解を深め，利用する際に出典などを必

ず明示するなどネットを利用する際のルールを身に付け，常に意識できるよ

うにしなければなりません。 

 【後略】 
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○遠隔地とＩＣＴを活用して「つなぐ授業」指導案の例１ 
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○遠隔地とＩＣＴを活用して「つなぐ授業」指導案の例２ 

 
 

中学校区をＩＣＴで「つなぐ授業」指導案 
 
１ 日時     平成３０年２月２０日（火）13:30～14:05 八森小－八峰中 
                       14:30～15:05  峰浜小－八峰中 
 
２ 場所     八森小６年教室（６年 24 名） － 八峰中 ICT２（八森地区３年 29 名） 
             峰浜小６年教室（６年 21 名） － 八峰中 ICT２（峰浜地区３年 33 名） 
 
３ ねらい        
  (1) 小学生が中学生から中学校の様子を聞いてその雰囲気を感じることで，小学生の 
   新生活に対する緊張を和らげる。 
  (2)  中学生は後輩にこれまでの中学校生活を振り返り助言することで，新しい生活に 
     対する希望をもつ。 
  (3)  同じ地域の小・中学生が交流することで，互いに地域への愛着を感じ，協力して 
   貢献していこうとする意識を高める。 
 
４ 当日の日程        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５ 進行（司会：中学生の代表者２～３名） 
 (1)  はじめのことば ２分 
 (2) 自己紹介（１人１０秒で全員） 
   ①小学校（名前・中学校でがんばりたいこと）   ５～６分 
   ②中学校（名前・中学校でいちばん楽しかったこと）７～８分 
 (3)  質問コーナー １５分程度 
 (4) 中学生からのエール２分 
 (5)  おわりのことば１分 
 
６ 役割分担 
 ○小学校６年生 → 学級担任・特別支援教育支援員 
           児童発表支援，自己紹介準備，質問作成補助など 
 ○中学校３年生 → 学級担任・英語科担当 
           司会補助，自己紹介準備，質問に対する回答支援など 
 ○ＩＣＴ関連  → ＩＣＴ支援員 
             ＩＣＴ通信環境整備，授業における機器使用支援など 

昼休み～５校時帯 八森小 
     ～13:00 グーグルハングアウト 
     で通信環境整備完了 

     ～13:20 授業へ向け準備 

13:30～14:05「つなぐ授業」 

14:05～14:15 振り返り 

５校時～６校時帯 峰浜小 
     ～14:20 グーグルハングアウト 
     で通信環境整備完了 

     ～14:25 授業へ向け準備 

14:30～15:05「つなぐ授業」 

15:05～15:15 振り返り 

５校時帯 八峰中（八森地区） 
     ～13:00 グーグルハングアウト 
     で通信環境整備完了 

     ～13:20 授業へ向け準備 

13:30～14:05「つなぐ授業」 

14:05～14:20 振り返り 

６校時帯 八峰中（峰浜地区） 
     ～14:20 グーグルハングアウト 
     で通信環境整備完了 

     ～14:25 授業へ向け準備 

14:30～15:05「つなぐ授業」 
15:05～15:20 振り返り 
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７ 本時の計画 

時間 

配分 

 

 

学習活動 

 

 

指導・支援など 

 

(2) 

 

 

(14) 

 

 

 

 

 

 

 

 

(16) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 

 

(1) 

 

１  はじめのことば 

   「つなぐ授業のねらい」説明 

   

２ 自己紹介 

 (1)小学生 

 (2)中学生 

 

 

 

 

３ 中心活動 

 (1)質疑応答 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2)中学生から小学生へエール 

 

４ おわりのことば 

   ・数名からメッセージを送る。 

・はじめはこちらから"Hello."と言いま

すので，"Hello."で返してください。 

 

・自己紹介は，一人 10 秒程度でお願い

します。 

 

 

・学習課題の確認はしませんので，つな

がる前など，適宜お願いします） 

 

 

 

・HRT が挙手などで，質問をする児童を

決めてください。 

・いただいた質問リストに関しては，前

もって中学生に見せています。回答に個

人差が出るようなものには，何人かに言

わせるなど工夫したいと思います。ライ

ブ感が出るようにしたいです。 

・小学生は準備した質問以外でもしても

かまいません。 

・いただいた質問で，答えられなかった

ものには，あとでシートにまとめてお届

けします。 

・質問に対する回答がわかりにくかった

場合は，先生の方でとめて，もっと詳し

い回答を求めてください。 

・最後は"See you."で。 

                  

                  

                

 

  
 
 
 
 

 学習課題 
 小：交流を通して，中学校のことを 
   もっと知ろう。 
 中：小学生が安心して入学できるよ

うに，アドバイスしよう。 

 
小：自分のこととして，質問したり，

聞いたりできる。  （観察）  
中：回答やエールで新入生への激

励ができる。        （観察）  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年３月発行 


